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市に望むこと（小学校の児童のみなさん）
《順不同で掲載しています》
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　わ
た
し
は
、外
国
の
方
が

清
須
市
に
来
た
と
き
に
困
ら

な
い
よ
う
に
、案
内
ロ
ボ
ッ

ト
を
た
く
さ
ん
設
置
す
る
こ

と
を
市
に
望
み
ま
す
。

　先
日
、修
学
旅
行
で
京
都

と
奈
良
に
行
っ
た
と
き
に
、

多
く
の
外
国
の
方
が
観
光

に
来
て
い
ま
し
た
。ど
こ
の

観
光
地
の
看
板
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
も
、英
語
や
中
国

語
、韓
国
語
な
ど
様
々
な
言

語
で
表
示
さ
れ
て
い
て
、外

国
の
方
は
そ
れ
を
見
て
観

光
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　清
須
市
に
も
、朝
日
遺
跡

や
貝
殻
山
貝
塚
、尾
張
西
枇

杷
島
ま
つ
り
な
ど
世
界
に

誇
る
歴
史
的
な
遺
産
や
文

化
が
多
く
あ
り
、こ
れ
か
ら

観
光
地
と
し
て
さ
ら
に
注

目
を
集
め
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。様
々
な
言

語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
こ
と
が
で
き
る

案
内
ロ
ボ
ッ
ト
が
た
く
さ

ん
あ
れ
ば
、わ
た
し
た
ち
も

安
心
し
て
迎
え
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
、案
内
ロ
ボ
ッ

ト
が
設
置
さ
れ
る
日
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　清
須
市
は
、清
洲
城
や
西

枇
杷
島
の
祭
り
な
ど
歴
史

が
豊
か
な
市
で
す
。ま
た
、

五
条
川
や
新
川
が
流
れ
て

お
り
、自
然
豊
か
な
街
だ
と

思
い
ま
す
。春
に
な
る
と
桜

が
た
く
さ
ん
咲
い
て
と
て

も
美
し
い
で
す
。ま
た
、川

沿
い
や
道
端
の
花
壇
に
も

い
ろ
い
ろ
な
花
が
植
え
ら

れ
て
い
て
、と
て
も
き
れ
い

で
す
。

　し
か
し
、お
花
見
を
す
る

場
所
や
川
に
ご
み
が
捨
て

て
あ
り
、せ
っ
か
く
の
景
色

や
自
然
も
台
無
し
だ
と
思

い
ま
す
。ま
た
、私
の
家
の

近
く
の
新
川
で
は
、昔
は
泳

げ
た
り
、様
々
な
魚
が
釣
れ

た
り
、き
れ
い
な
川
だ
っ
た

そ
う
で
す
。今
で
は
水
質
が

悪
く
想
像
で
き
ま
せ
ん
。

　そ
こ
で
、新
川
や
五
条
川

の
清
掃
活
動
や
水
質
を
き

れ
い
に
す
る
取
り
組
み
な

ど
を
し
て
、美
し
い
川
を
取

り
戻
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。そ
し
て
、歴
史
あ
る

城
と
き
れ
い
な
桜
や
花
、美

し
い
川
を
誇
り
に
思
え
る

清
須
市
に
し
て
ほ
し
い
で

す
。

　私
は
清
須
市
に
提
案
し

た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ

れ
は
、自
転
車
専
用
通
行
帯

を
作
る
こ
と
で
す
。

　な
ぜ
か
と
い
う
と
、自
転

車
に
乗
っ
て
い
る
と
き
や

歩
い
て
い
る
と
き
に
、何
度

も
危
険
な
経
験
を
し
た
か

ら
で
す
。

　ま
ず
、歩
道
と
車
道
の
区

別
が
な
い
道
を
自
転
車
で

通
っ
た
と
き
、自
転
車
の
す

ぐ
横
を
ス
ピ
ー
ド
を
出
し

た
車
が
通
過
し
、と
て
も
こ

わ
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

　ま
た
、歩
い
て
登
校
し
て

い
る
と
き
に
も
危
な
い
思

い
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。登
下
校
中
は
、私
た
ち

は
横
二
列
で
歩
い
て
い
ま

す
。道
幅
が
せ
ま
く
な
り
、

前
か
ら
来
た
自
転
車
と
す

れ
ち
が
う
と
き
が
よ
く
あ

り
ま
す
。そ
の
自
転
車
が
ぶ

つ
か
っ
て
く
る
の
で
は
な

い
か
と
不
安
で
い
つ
も
ハ

ラ
ハ
ラ
し
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
危
な
い
出

来
事
が
少
し
で
も
へ
る
よ

う
に
、自
転
車
専
用
通
行
帯

を
作
る
こ
と
を
提
案
し
ま

す
。

　私
は
二
年
生
の
と
き
に
、

清
須
市
に
来
ま
し
た
。

　初
め
て
来
た
と
き
、清
須

市
は
古
い
街
並
み
が
多
く
、

素
敵
な
と
こ
ろ
だ
と
感
じ

ま
し
た
。そ
の
清
須
市
に
二

つ
の
こ
と
を
望
み
ま
す
。

　一
つ
目
は
、川
を
も
っ
と

き
れ
い
に
し
た
い
と
い
う

こ
と
で
す
。清
須
市
の
広
報

を
読
む
と
、川
を
掃
除
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。し
か
し
、ま

だ
よ
ご
れ
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
。小
学
校
や
地

域
と
協
力
し
、清
掃
活
動
に

よ
っ
て
、一
層
き
れ
い
に
し

て
ほ
し
い
で
す
。そ
れ
に
よ

り
、川
に
ご
み
を
捨
て
る
人

が
減
り
、川
を
大
切
に
す
る

人
が
増
え
る
と
思
い
ま
す
。

　二
つ
目
は
、清
須
市
を

も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
て
ほ

し
い
で
す
。社
会
見
学
で
初

め
て
知
り
ま
し
た
が
、清
須

市
に
は
朝
日
遺
跡
な
ど
、素

敵
な
場
所
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。そ
こ
で
、も
っ
と

子
ど
も
た
ち
が
親
し
め
る

よ
う
な
、ＰＲ
動
画
を
つ
く
っ

て
ほ
し
い
で
す
。歴
史
に
お

い
て
も
自
然
に
お
い
て
も
、

み
ん
な
か
ら
愛
さ
れ
る
清

須
市
に
な
っ
て
ほ
し
い
で

す
。

 

春
日
小
学
校

河
村 

咲
希

秋



一般会計

一般会計

平成29年度に行われた主な事業

平成２９年度の決算は、平成３０年９月議会定例会において、次のとおり認定されました。
各会計とも適切な予算執行により、黒字決算となっています。

区　分

区　分

区　分

合　計

決算額

決算額

市民一人あたりの市税負担額（※１）

市民一人あたりの一般会計歳出額（※２）
一般財源ベース（※３）

歳　　　　入
歳　　　　出

内　　　　容

内　　　　容

区　分 水道事業

国民健康保険 介護保険 下水道事業 後期高齢者医療
7,359,624,103 4,417,061,252 3,092,717,340 1,450,160,782
7,030,890,063 4,346,994,643

民生費
93億5,213万3,226円
（38.9%）

教育費
32億9,999万8,312円
（13.7%）

議会費
2億4,952万6,329円（1.0%）

商工費
　2億7,851万2,589円（1.2%）
消防費

　9億8,046万863円（4.1%）

公債費（借金の返済金）
　18億4,020万1,790円（7.6%）

衛生費
　22億713万1,072円（9.2%）

総務費
　27億5,854万5,227円（11.5%）

土木費
28億7,581万4,553円（12.0%）

その他（農林水産業費など）
1億8,653万3,494円（0.8%）

2,978,422,816 1,402,337,462

（単位　円）

（単位　円）

（単位　円）

※1　市民一人あたりの市税負担額は、平成３０年３月３１日現在の総人口６８，７３４人で割った額です。

※２　市民一人あたりの一般会計歳出額は、平成３０年３月３１日現在の総人口６８，７３４人で割った額です。
※３　一般財源ベースは、決算額から国・県支出金など事業が特定される収入を除いたもので、主に市税が中心となっています。

（単位　円）

事業収益合計 185,040,240

4,029,017,133

9,352,133,226
5,037,354,096

136,063
73,288

78,039
51,741

5,256,954,261

5,589,101,106固定資産税

市民税

民生費

3,299,998,312 27,169教育費

2,875,814,553 35,254土木費

2,758,545,227 36,455総務費

2,207,131,072 29,475衛生費

1,840,201,790 26,773公債費　借り入れた市債の返済のために
980,460,863 13,097消防費

278,512,589 2,162商工費

249,526,329 3,630議会費　市議会運営のために
184,533,494 2,196農林水産業費　農業振興などのために
2,000,000 0労働費　労働者への金融貸付などのために

24,028,857,455 254,250合　計

個人市民税

お年寄りや障がいをもつ方のために
3,337,407,924 48,555 22,197児童のために
977,371,206 14,220 4,101その他、生活保護世帯などのために

1,499,467,418 21,815
48,011

8,785学校（幼稚園を含む）のために

清須市決算認定平成２９年度

999,126,271 14,536 11,221生涯学習のために
801,404,623 11,660 7,163その他、学校給食センターや教育委員会運営のために

676,568,239 9,844
41,840

8,312道路の維持管理や新設改良のために
151,480,508 2,204 2,036公園のために
2,047,765,806 29,792 24,906その他、土地区画整理や都市下水路などのために

71,075,264 1,034
40,134

966自治コミュニティ振興のために
42,663,141 621 344選挙（市長選挙など）のために

2,644,806,822 38,479 35,145その他、コミバスの運行や交通安全、統計調査などのために

1,539,581,396 22,399
32,111

20,428ごみ処理やし尿処理のために
663,996,676 9,660 8,995市民の健康のために
3,553,000 52 52上水道のために

709,583,000 10,324 10,324救急、常備消防のために
83,362,421 1,212

26,773
14,264

1,049防災対策のために
187,515,442 2,728 1,724その他、市消防団などのために

148,380,391 2,159
4,052

614商工業振興のために
130,132,198 1,893

3,630
2,685
29

349,592

1,548その他、観光などのために

法人市民税

軽自動車税
市たばこ税
都市計画税

1,227,937,128

448,199,426
103,356,399

12,152,223,786
754,612,594

58,618
76,483

81,315
17,865

6,520
1,504

176,801
10,979

163,335,719
29,560,647

事業費用合計
純　 利 　益

◯特別会計

◯市民一人あたりの一般会計歳出額の状況

○決算報告の詳しい内容は、清須市ホームページ内の「財政状況」のページに掲載しています。

◯市民一人あたりの市税負担額の状況

◯企業会計

市に入ったお金は、２５１億８１７万８，１１４円歳入

市が使ったお金は、２４０億２，８８５万７，４５５円歳出

清浄にして豊富低廉な水の供
給を図り、もって公衆衛生の向
上と生活環境の改善に寄与する
ことを目的に設置

国民健康保険事業の健全な運
営を確保し、もって社会保障及
び国民保健の向上に寄与するこ
とを目的に設置

介護保険事業の円滑な運営と
その経理の適正を図ることを目
的に設置

下水道事業の円滑な運営とそ
の経理の適正を図ることを目的
に設置

後期高齢者医療事業の円滑な
運営とその経理の適正を図るこ
とを目的に設置

市税
121億5,222万3,786円
（48.4%）

国庫支出金
29億8,512万6,991円
（11.9%）地方交付税

23億3,655万円（9.3%）

市債（市の借金）
17億3,000万円（6.9%）

県支出金
12億3,961万5,425円（4.9%）

地方消費税交付金
12億1,923万8,000円（4.9%）

繰入金
　7億6,947万1,181円（3.0%）

繰越金
　7億1,293万4,874円（2.8%）

諸収入
　6億5,343万3,864円（2.6%）

その他（分担金及び負担金など）
13億958万3,993円（5.3%） 

●春日公民館整備事業
   1億1,742万8,400円
●消防団詰所整備事業
   9,743万5,780円
●コミュニティバス運行事業
   3,957万4,302円
●４大まつり事業（補助金）
    3,250万円

●土地区画整理事業（３地区）
   4億1,655万5,502円
●アンダーパス冠水対策事業
   1億108万6,920円
●雨水貯留施設整備事業
   9,128万520円
●自転車等駐車場整備事業
   3,314万円
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清須市決算認定平成２９年度
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天野　武藏

清政会 （11名） ※平成２９年７月２６日付会派変更（所属議員数１０名→１１名）

※交付額を上回る支出額は議員個人の自己負担です。

成田　義之  ・  久野　茂  ・  伊藤　嘉起  ・  村瀬　勝哉  ・  八木　勝之  ・  住田　元紀  ・  小﨑　豊  ・  岡山　克彦
野々部　享  ・  小﨑　進一  ・  横井　秀則

公明党 （3名）
岸本　洋美  ・  林　真子  ・  飛永　勝次

政務活動費とは

活動費収支報告書平成２９年度政務

使途項目

会派名等 所属議員数 交付額 （円） 支出額 （円） 返還額 （円）
清政会
公明党
市清クラブ
新世代

高橋　哲生議
　
員 加藤　光則

渡辺　秀人

　市議会政務活動費の交付に関する条例に基づき、市議会議員の調査研究に資するための必要な経費の一部として
交付される費用です。

■交付の対象
■交付する額
■交付の方法
■使 途 基 準
　
■収 支 報 告
　
■支出禁止事項

会派または議員
1人あたり年額18万円
4月及び10月の半期ごと
調査研究費、研修費、調査費、要請・陳情活動費、会議費、資料作成費、資料購入費、広報費、
事務費などに要す経費
政務活動費の交付を受けた会派また議員は、領収書の原本を添えて、収支報告書を議長に提出
しなければなりません。交付を受けた額に残額があるときは、これを返還しなければなりません。
懇親会費・交流会費・飲食費・飲酒類・茶菓子代・ガソリン代

支出額 （円） 説　明
131,525

11名
3名
3名
3名

1名
1名
1名

1,890,000
540,000
540,000
270,000

90,000
180,000
90,000

1,691,373
550,346
189,024
324,162

124,740
58,002
90,490

198,627
0

350,976
0

清友会 2名 180,000 35,506 144,494

0
天野　武藏 1名 90,000 133,917 0

121,998
0

議員活動広報誌・名刺作成、印刷代
事務用品2,392

広　報　費

133,917 交付額を上回る支出額は議員個人の自己負担合　　　計
事　務　費

高橋　哲生
使途項目 支出額 （円） 説　明

124,740 議員活動広報誌作成、印刷代広　報　費
124,740 交付額を上回る支出額は議員個人の自己負担合　　　計

使途項目 支出額 （円） 説　明

1,687,773

3,600

調　査　費

会派代表名刺作成代事　務　費
1,691,373合　　　計

市清クラブ （3名）
浅井　泰三

※市清クラブも条例に基づき会派に交付していますが、支出は個人単位のため別掲

使途項目 支出額 （円）
34,560 議員活動広報誌作成、印刷代
158,458

広　報　費
郵送代
交付額を上回る支出額は議員個人の自己負担

事　務　費
193,018合　　　計

使途項目 支出額 （円） 説　明

411,832
市町村議会議員特別セミナー、全国都市問題会議、全国市議会議長会研究フォーラム、
トップマネジメントセミナー

138,514

研　修　費

福岡県・熊本県行政視察（大牟田市・熊本市）
交付額を上回る支出額は議員個人の自己負担

調　査　費
550,346合　　　計

使途項目 支出額 （円） 説　明

説　明

18,516 新聞代
292,030

資料購入費
議員活動広報誌作成、印刷代広　報　費

13,616 事務用品事　務　費
324,162 交付額を上回る支出額は議員個人の自己負担合　　　計

使途項目 支出額 （円） 説　明
35,506 事務用品事　務　費
35,506合　　　計

白井　章
使途項目 支出額 （円） 説　明

9,024 参考図書資料購入費
9,024合　　　計

常川　則雄
使途項目 支出額 （円） 説　明

0 支出無し合　　　計

加藤　光則
使途項目 支出額 （円） 説　明

4,840 東海自治体学校、国保改善交流集会、介護学習交流集会
印刷代1,790

研　修　費

33,442 参考図書資料購入費
資料作成費

印刷代、事務用品17,930
58,002合　　　計

事　務　費

渡辺　秀人
使途項目 支出額 （円） 説　明

11,107 参考図書
議員活動広報誌作成、印刷代69,075

資料購入費
広　報　費

事務用品
交付額を上回る支出額は議員個人の自己負担

10,308
90,490合　　　計

事　務　費

◯議員別内訳

◯政務活動費収支

◯会派別内訳

当市では、様々な制限を設け使途を明確にしています。

福岡県・熊本県行政視察（久留米市・上天草市・熊本市・益城町）、北海道行政視察（稚内
市・名寄市・旭川市）、長崎県・福岡県行政視察（佐世保市・糸島市）

新世代 （3名）
高橋　哲生  ・  大塚　祥之  ・  松川　秀康

※平成２９年１０月１日付会派結成

清友会 （2名）
天野　武藏  ・  大塚　祥之

※平成２９年９月３０日付会派解散のため半期分交付

※平成２９年９月３０日付会派（清友会）解散のため半期分交付

※平成２９年１０月１日付会派（新世代）結成のため半期分交付

※平成２９年７月１４日付辞職
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に
よ
り
排
水

不
良
を
起
こ
す
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、現
場
確
認
を

す
る
な
ど
し
、適
正
に
管
理

し
て
い
き
ま
す
。

　
　
都
市
公
園
内
の
照
明

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
状
況
は
。

　
　
順
次
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
取
り

替
え
を
進
め
て
お
り
、市
内

公
園
の
す
べ
て
の
照
明
灯

約
１
５
０
基
中
、１
０
０
基

に
つ
い
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
、平

成
３２
年
度
ま
で
に
全
灯
Ｌ

Ｅ
Ｄ
に
す
る
計
画
で
す
。

　
　
公
園
遊
具
の
点
検
の

頻
度
及
び
内
容
は
。

　
　
年
３
回
、打
診
や
触
診

等
の
点
検
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
　
公
園
の
ト
イ
レ
は
、汲

取
り
式
や
和
式
の
も
の
も

あ
り
ま
す
が
、今
後
の
改
善

計
画
は
。

　
　
汲
取
り
式
ト
イ
レ
の

水
洗
化
は
、公
共
下
水
道
の

整
備
に
併
せ
実
施
し
て
い

ま
す
。洋
式
化
も
、公
共
下

水
道
へ
の
切
り
替
え
に
併

せ
、検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
適
応
指
導
教
室
の
対

象
者
数
と
利
用
者
数
の
説

明
を
。

　
　
対
象
者
数
は
教
室
に

登
録
さ
れ
た
児
童
・
生
徒

の
数
で
あ
り
、利
用
者
数
は

実
際
に
利
用
し
た
児
童
・

生
徒
の
数
と
な
り
ま
す
。

　
　
特
色
あ
る
学
校
づ
く

り
費
の
上
限
額
と
キ
ャ
リ

ア
ス
ク
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
内
容
は
。

　
　
上
限
額
は
小
中
学
校

欠
損
と
し
た
人
数
、理
由
及

び
収
入
未
済
額
の
人
数
内

訳
は
。

　
　
不
納
欠
損
と
し
た
人

数
は
５
人
で
、主
な
理
由

は
、所
在
が
不
明
と
な
り
勧

告
等
の
通
告
が
で
き
な
く

な
っ
た
た
め
で
す
。ま
た
、

収
入
未
済
額
の
人
数
は
、現

年
度
分
が
６４
人
、過
年
度
分

が
５５
人
で
す
。

歳
出

　
　
公
共
下
水
道
費
の
支

出
額
が
増
え
た
理
由
は
。

　
　
汚
水
管
整
備
工
事
の

移
転
補
償
費
の
財
源
組
替

え
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
　
街
路
灯
の
L
E
D
化

の
費
用
対
効
果
は
。

　
　
平
成
28
年
度
と
比
較

し
て
、電
気
代
・
修
繕
費
・

び
決
算
認
定

　
　
未
収
金
及
び
貸
倒
引

当
金
の
内
容
は
。

　
　
未
収
金
は
、主
に
２
・

３
月
分
で
す
が
、水
道
料
金

の
滞
納
分
に
な
り
ま
す
。貸

倒
引
当
金
に
つ
い
て
は
、水

道
料
金
の
収
入
が
見
込
め

な
い
と
き
に
当
て
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
　
未
収
金
は
、全
体
の
何

パ
ー
セ
ン
ト
か
。

　
　
何
パ
ー
セ
ン
ト
か
換

算
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、件

数
に
す
る
と
約
６０
件
あ
り
、

督
促
、停
水
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、未
収
金
額
は
減
っ
て

い
ま
す
。

名
古
屋
都
市
計
画
新
清

洲
駅
北
地
区
計
画
の
区

域
内
に
お
け
る
建
築
物

の
制
限
に
関
す
る
条
例

案
　
　
新
清
洲
駅
北
地
区
に

お
い
て
、風
俗
店
や
危
険
物

に
関
す
る
建
築
物
に
つ
い

て
の
規
制
を
し
て
い
る
が
、

駅
南
側
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

　
　
駅
南
側
に
つ
い
て
は
、

今
後
、名
鉄
高
架
事
業
と
併

せ
て
土
地
利
用
を
検
討
し

て
い
く
予
定
で
す
。

　
　
ホ
テ
ル
又
は
旅
館
の

建
築
を
規
制
し
て
い
ま
す

が
、民
泊
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

　
　
民
泊
に
つ
い
て
は
営

業
の
方
法
で
あ
り
、今
回
の

建
築
物
の
規
制
と
は
異
な

り
ま
す
の
で
、規
制
項
目
に

入
っ
て
い
ま
せ
ん
。

下
水
道
事
業
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例
案

　
　
負
担
付
寄
附
の
金
額

の
根
拠
は
。

　
　
根
拠
法
令
は
、地
方
公

営
企
業
法
で
あ
り
、金
額
は

他
の
自
治
体
の
事
例
を
参

食
費
の
減
額
の
有
無
は
。

　
　
台
風
等
に
よ
り
給
食

を
中
止
し
た
場
合
、中
止
し

た
日
の
献
立
を
翌
日
に
ス

ラ
イ
ド
す
る
な
ど
、献
立
の

変
更
を
行
っ
て
給
食
用
物

資
の
ロ
ス
が
な
い
よ
う
に

努
め
て
い
ま
す
。ま
た
、給

食
費
の
金
額
は
月
額
で
定

め
て
い
ま
す
の
で
、給
食
中

止
の
場
合
に
お
け
る
給
食

費
の
減
額
は
行
っ
て
い
ま

せ
ん
。

平
成
２９
年
度
下
水
道
事

業
特
別
会
計
決
算
認
定

歳
入

　
　
受
益
者
負
担
金
を
滞

納
し
て
い
る
主
な
理
由
は
。

　
　
下
水
道
事
業
に
反
対

し
て
い
る
な
ど
の
理
由
で

す
。

平
成
２９
年
度
水
道
事
業

会
計
剰
余
金
の
処
分
及

を
設
置
の
予
定
を
し
て
い

ま
す
。熱
源
は
ガ
ス
を
予
定

し
て
い
ま
す
。財
源
は
、一

般
財
源
、義
務
教
育
基
金
、

起
債
及
び
国
庫
補
助
金
を

考
え
て
い
ま
す
。執
行
方
法

は
、そ
れ
ぞ
れ
１２
校
一
斉
に

発
注
し
、普
通
教
室
へ
の
設

置
を
優
先
に
考
え
て
い
ま

す
。

　
　
国
際
交
流
協
会
の
会

員
数
を
増
や
す
方
法
及
び

市
内
の
外
国
籍
の
方
へ
の

無
料
の
健
康
診
断
の
実
施

は
。

　
　
国
際
交
流
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
配
信
や

会
員
か
ら
の
紹
介
な
ど
を

し
て
い
ま
す
。ま
た
、健
康

診
断
に
つ
い
て
は
、今
年
度

も
N
P
O
法
人
外
国
人
医

療
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
健
康

診
断
を
当
協
会
が
実
施
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
台
風
等
に
よ
り
給
食

が
中
止
と
な
っ
た
場
合
、賄

材
料
の
取
り
扱
い
及
び
給

と
も
に
一
律
５
万
円
で
す
。

キ
ャ
リ
ア
ス
ク
ー
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、中
学
校
で
は

職
場
体
験
を
毎
年
２
年
生

が
実
施
し
て
い
ま
す
。小
学

校
で
は
、代
表
の
学
校
の
６

年
生
が
、も
の
作
り
体
験
を

３
年
に
１
回
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
　
放
課
後
こ
ど
も
教
室

の
指
導
員
、補
助
員
の
人
数

は
。

　
　
基
本
的
に
は
指
導
員

は
１
名
と
補
助
員
は
２
名

で
す
。清
洲
小
学
校
に
つ
い

て
は
利
用
者
が
多
い
た
め
、

補
助
員
は
３
名
で
対
応
し

て
い
ま
す
。

　
　
中
学
校
の
音
楽
室
に

設
置
し
た
空
調
の
熱
源
と

来
年
度
予
定
し
て
い
る
空

調
整
備
計
画
は
。

　
　
音
楽
室
に
設
置
し
た

空
調
は
台
数
が
少
な
か
っ

た
た
め
、熱
源
は
電
気
と
し

ま
し
た
。来
年
度
、小
中
学

校
の
普
通
教
室
等
に
空
調

　
　
稲
沢
市
の
一
部
が
新

川
西
部
流
域
下
水
道
区
域

に
編
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
清
算
金
が
当
初
予
算
額

よ
り
増
え
た
た
め
で
す
。

　
　
過
年
度
清
洲
勤
労
福

祉
会
館
指
定
管
理
料
返
還

金
の
理
由
は
。

　
　
指
定
管
理
者
か
ら
の

提
案
に
よ
り
、年
間
収
支
が

黒
字
と
な
っ
た
場
合
、収
益

の
１０
％
を
市
に
返
還
す
る

協
定
に
基
づ
い
た
も
の
で

す
。

　
　
学
校
給
食
費
の
不
納

　
９
月
１２
日
、委
員
会
が
開
催
さ
れ
、付
託
議
案
の
審
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。採
決
の
結
果
は
、全
議
案
と
も
全
員
賛
成
に
よ

り
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
以
下
が
、主
な
質
疑
等
で
す
。

委
員
長 

岡
山　
克
彦

副
委
員
長 

天
野　
武
藏

委　
員 

久
野　
　
茂

委　
員 

野
々
部　
享

委　
員 

飛
永　
勝
次

委　
員 

松
川　
秀
康

委　
員 

松
岡　
繁
知

建
設
文
教
委
員
会

考
に
し
ま
し
た
。

平
成
３０
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）案

平
成
３０
年
度
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）案

定
数
改
善
計
画
の
早
期

策
定
・
実
施
と
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
の

堅
持
及
び
拡
充
を
求
め

る
意
見
書
（
案
）

ＬＥＤ化された公園灯（西須ケ口公園）



平
成
２９
年
度
一
般
会
計

決
算
認
定

歳
入

　
　
土
木
費
県
負
担
金
の

減
額
の
理
由
は
。

　
　
土
木
費
県
負
担
金
は
、

県
道
部
分
の
負
担
金
で
あ

り
、国
庫
補
助
金
の
交
付
金

減
額
に
伴
う
も
の
で
す
。

　
　
下
水
道
事
務
特
別
会

計
繰
入
金
の
収
入
額
が
当

初
予
算
よ
り
増
え
た
理
由

は
。

常
任
委
員
会
の
審
査
報
告

付
託

案
件

リ
ー
ス
代
を
含
め
た
費
用

が
87
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
　
船
杁
橋
の
今
後
の
整

備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
及
び
完

了
予
定
は
。

　
　
渇
水
期
の
11
月
か
ら

橋
脚
の
撤
去
を
行
い
、そ
の

後
、上
部
工
整
備
を
行
い
ま

す
。完
了
は
、平
成
32
年
3

月
予
定
で
す
。

　
　
自
動
遮
断
機
の
稼
動

状
況
及
び
不
具
合
の
有
無

は
。

　
　
平
成
29
年
度
に
一
か

所
稼
動
し
ま
し
た
。ま
た
、

不
具
合
に
つ
い
て
は
、強
風

に
よ
り
自
動
遮
断
機
の

ボ
ッ
ク
ス
が
自
然
に
開
い

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。

　
　
都
市
公
園
内
の
排
水

側
溝
に
落
葉
等
が
詰
ま
り
、

排
水
機
能
が
低
下
し
て
い

る
箇
所
が
見
受
け
ら
れ
る

が
、側
溝
清
掃
は
公
園
管
理

業
務
に
含
む
の
か
。

　
　
側
溝
等
の
清
掃
も
管

理
業
務
に
含
ま
れ
て
い
ま

す
が
、落
葉
等
に
よ
り
排
水

不
良
を
起
こ
す
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、現
場
確
認
を

す
る
な
ど
し
、適
正
に
管
理

し
て
い
き
ま
す
。

　
　
都
市
公
園
内
の
照
明

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
状
況
は
。

　
　
順
次
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
取
り

替
え
を
進
め
て
お
り
、市
内

公
園
の
す
べ
て
の
照
明
灯

約
１
５
０
基
中
、１
０
０
基

に
つ
い
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
、平

成
３２
年
度
ま
で
に
全
灯
Ｌ

Ｅ
Ｄ
に
す
る
計
画
で
す
。

　
　
公
園
遊
具
の
点
検
の

頻
度
及
び
内
容
は
。

　
　
年
３
回
、打
診
や
触
診

等
の
点
検
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
　
公
園
の
ト
イ
レ
は
、汲

取
り
式
や
和
式
の
も
の
も

あ
り
ま
す
が
、今
後
の
改
善

計
画
は
。

　
　
汲
取
り
式
ト
イ
レ
の

水
洗
化
は
、公
共
下
水
道
の

整
備
に
併
せ
実
施
し
て
い

ま
す
。洋
式
化
も
、公
共
下

水
道
へ
の
切
り
替
え
に
併

せ
、検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
適
応
指
導
教
室
の
対

象
者
数
と
利
用
者
数
の
説

明
を
。

　
　
対
象
者
数
は
教
室
に

登
録
さ
れ
た
児
童
・
生
徒

の
数
で
あ
り
、利
用
者
数
は

実
際
に
利
用
し
た
児
童
・

生
徒
の
数
と
な
り
ま
す
。

　
　
特
色
あ
る
学
校
づ
く

り
費
の
上
限
額
と
キ
ャ
リ

ア
ス
ク
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
内
容
は
。

　
　
上
限
額
は
小
中
学
校

欠
損
と
し
た
人
数
、理
由
及

び
収
入
未
済
額
の
人
数
内

訳
は
。

　
　
不
納
欠
損
と
し
た
人

数
は
５
人
で
、主
な
理
由

は
、所
在
が
不
明
と
な
り
勧

告
等
の
通
告
が
で
き
な
く

な
っ
た
た
め
で
す
。ま
た
、

収
入
未
済
額
の
人
数
は
、現

年
度
分
が
６４
人
、過
年
度
分

が
５５
人
で
す
。

歳
出

　
　
公
共
下
水
道
費
の
支

出
額
が
増
え
た
理
由
は
。

　
　
汚
水
管
整
備
工
事
の

移
転
補
償
費
の
財
源
組
替

え
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
　
街
路
灯
の
L
E
D
化

の
費
用
対
効
果
は
。

　
　
平
成
28
年
度
と
比
較

し
て
、電
気
代
・
修
繕
費
・

び
決
算
認
定

　
　
未
収
金
及
び
貸
倒
引

当
金
の
内
容
は
。

　
　
未
収
金
は
、主
に
２
・

３
月
分
で
す
が
、水
道
料
金

の
滞
納
分
に
な
り
ま
す
。貸

倒
引
当
金
に
つ
い
て
は
、水

道
料
金
の
収
入
が
見
込
め

な
い
と
き
に
当
て
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
　
未
収
金
は
、全
体
の
何

パ
ー
セ
ン
ト
か
。

　
　
何
パ
ー
セ
ン
ト
か
換

算
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、件

数
に
す
る
と
約
６０
件
あ
り
、

督
促
、停
水
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、未
収
金
額
は
減
っ
て

い
ま
す
。

名
古
屋
都
市
計
画
新
清

洲
駅
北
地
区
計
画
の
区

域
内
に
お
け
る
建
築
物

の
制
限
に
関
す
る
条
例

案
　
　
新
清
洲
駅
北
地
区
に

お
い
て
、風
俗
店
や
危
険
物

に
関
す
る
建
築
物
に
つ
い

て
の
規
制
を
し
て
い
る
が
、

駅
南
側
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

　
　
駅
南
側
に
つ
い
て
は
、

今
後
、名
鉄
高
架
事
業
と
併

せ
て
土
地
利
用
を
検
討
し

て
い
く
予
定
で
す
。

　
　
ホ
テ
ル
又
は
旅
館
の

建
築
を
規
制
し
て
い
ま
す

が
、民
泊
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

　
　
民
泊
に
つ
い
て
は
営

業
の
方
法
で
あ
り
、今
回
の

建
築
物
の
規
制
と
は
異
な

り
ま
す
の
で
、規
制
項
目
に

入
っ
て
い
ま
せ
ん
。

下
水
道
事
業
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例
案

　
　
負
担
付
寄
附
の
金
額

の
根
拠
は
。

　
　
根
拠
法
令
は
、地
方
公

営
企
業
法
で
あ
り
、金
額
は

他
の
自
治
体
の
事
例
を
参

食
費
の
減
額
の
有
無
は
。

　
　
台
風
等
に
よ
り
給
食

を
中
止
し
た
場
合
、中
止
し

た
日
の
献
立
を
翌
日
に
ス

ラ
イ
ド
す
る
な
ど
、献
立
の

変
更
を
行
っ
て
給
食
用
物

資
の
ロ
ス
が
な
い
よ
う
に

努
め
て
い
ま
す
。ま
た
、給

食
費
の
金
額
は
月
額
で
定

め
て
い
ま
す
の
で
、給
食
中

止
の
場
合
に
お
け
る
給
食

費
の
減
額
は
行
っ
て
い
ま

せ
ん
。

平
成
２９
年
度
下
水
道
事

業
特
別
会
計
決
算
認
定

歳
入

　
　
受
益
者
負
担
金
を
滞

納
し
て
い
る
主
な
理
由
は
。

　
　
下
水
道
事
業
に
反
対

し
て
い
る
な
ど
の
理
由
で

す
。

平
成
２９
年
度
水
道
事
業

会
計
剰
余
金
の
処
分
及

を
設
置
の
予
定
を
し
て
い

ま
す
。熱
源
は
ガ
ス
を
予
定

し
て
い
ま
す
。財
源
は
、一

般
財
源
、義
務
教
育
基
金
、

起
債
及
び
国
庫
補
助
金
を

考
え
て
い
ま
す
。執
行
方
法

は
、そ
れ
ぞ
れ
１２
校
一
斉
に

発
注
し
、普
通
教
室
へ
の
設

置
を
優
先
に
考
え
て
い
ま

す
。

　
　
国
際
交
流
協
会
の
会

員
数
を
増
や
す
方
法
及
び

市
内
の
外
国
籍
の
方
へ
の

無
料
の
健
康
診
断
の
実
施

は
。

　
　
国
際
交
流
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
配
信
や

会
員
か
ら
の
紹
介
な
ど
を

し
て
い
ま
す
。ま
た
、健
康

診
断
に
つ
い
て
は
、今
年
度

も
N
P
O
法
人
外
国
人
医

療
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
健
康

診
断
を
当
協
会
が
実
施
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
台
風
等
に
よ
り
給
食

が
中
止
と
な
っ
た
場
合
、賄

材
料
の
取
り
扱
い
及
び
給

と
も
に
一
律
５
万
円
で
す
。

キ
ャ
リ
ア
ス
ク
ー
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、中
学
校
で
は

職
場
体
験
を
毎
年
２
年
生

が
実
施
し
て
い
ま
す
。小
学

校
で
は
、代
表
の
学
校
の
６

年
生
が
、も
の
作
り
体
験
を

３
年
に
１
回
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
　
放
課
後
こ
ど
も
教
室

の
指
導
員
、補
助
員
の
人
数

は
。

　
　
基
本
的
に
は
指
導
員

は
１
名
と
補
助
員
は
２
名

で
す
。清
洲
小
学
校
に
つ
い

て
は
利
用
者
が
多
い
た
め
、

補
助
員
は
３
名
で
対
応
し

て
い
ま
す
。

　
　
中
学
校
の
音
楽
室
に

設
置
し
た
空
調
の
熱
源
と

来
年
度
予
定
し
て
い
る
空

調
整
備
計
画
は
。

　
　
音
楽
室
に
設
置
し
た

空
調
は
台
数
が
少
な
か
っ

た
た
め
、熱
源
は
電
気
と
し

ま
し
た
。来
年
度
、小
中
学

校
の
普
通
教
室
等
に
空
調

　
　
稲
沢
市
の
一
部
が
新

川
西
部
流
域
下
水
道
区
域

に
編
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
清
算
金
が
当
初
予
算
額

よ
り
増
え
た
た
め
で
す
。

　
　
過
年
度
清
洲
勤
労
福

祉
会
館
指
定
管
理
料
返
還

金
の
理
由
は
。

　
　
指
定
管
理
者
か
ら
の

提
案
に
よ
り
、年
間
収
支
が

黒
字
と
な
っ
た
場
合
、収
益

の
１０
％
を
市
に
返
還
す
る

協
定
に
基
づ
い
た
も
の
で

す
。

　
　
学
校
給
食
費
の
不
納

　
９
月
１２
日
、委
員
会
が
開
催
さ
れ
、付
託
議
案
の
審
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。採
決
の
結
果
は
、全
議
案
と
も
全
員
賛
成
に
よ

り
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
以
下
が
、主
な
質
疑
等
で
す
。

委
員
長 

岡
山　
克
彦

副
委
員
長 

天
野　
武
藏

委　
員 

久
野　
　
茂

委　
員 

野
々
部　
享

委　
員 

飛
永　
勝
次

委　
員 

松
川　
秀
康

委　
員 

松
岡　
繁
知

建
設
文
教
委
員
会

考
に
し
ま
し
た
。

平
成
３０
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）案

平
成
３０
年
度
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）案

定
数
改
善
計
画
の
早
期

策
定
・
実
施
と
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
の

堅
持
及
び
拡
充
を
求
め

る
意
見
書
（
案
）

ＬＥＤ化された公園灯（西須ケ口公園）



給
付
金
の
支
給
対
象
と
な

る
可
能
性
が
あ
る
約
１
万

人
に
申
請
書
等
を
郵
送
し
、

申
請
の
あ
っ
た
８
千
１
６

０
人
に
対
し
て
一
人
当
た

り
１
万
５
千
円
を
支
給
し

ま
し
た
。

　
　
本
市
で
開
催
し
た
手

話
奉
仕
員
養
成
講
座
の
開

催
状
況
と
市
民
の
参
加
状

況
は
。

　
　
本
市
で
は
手
話
奉
仕

員
養
成
講
座
・
基
礎
課
程

を
開
催
し
、市
民
の
参
加
者

は
１２
名
、在
勤
者
の
参
加
者

は
５
名
で
し
た
。

　
　
昨
年
度
と
比
較
し
て
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
会
員
数
が
若
干
減
少
し

て
い
ま
す
が
、対
策
は
。　

　
　
会
員
数
は
増
加
し
て

い
な
い
も
の
の
、新
総
合
事

業
と
し
て
、「
き
よ
す
家
事

サ
ポ
ー
タ
ー
」に
よ
る
訪
問

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
の

で
、会
員
数
の
増
加
に
繋
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
　
清
洲
児
童
館
の
建
て

替
え
の
考
え
は
。

　
　
清
洲
児
童
館
の
建
設

　
9
月
14
日
、委
員
会
が
開
催
さ
れ
、付
託
議
案
の
審
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。採
決
の
結
果
は
、全
議
案
と
も
全
員
賛
成
に
よ

り
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
以
下
が
、主
な
質
疑
等
で
す
。

平
成
２9
年
度
一
般
会
計

決
算
認
定

歳
入

　
　
法
人
市
民
税
が
伸
び

た
要
因
は
。

　
　
輸
出
関
連
企
業
の
為

替
差
益
に
よ
る
増
収
や
業

績
回
復
な
ど
に
よ
り
、約
２

億
２
千
万
円
税
収
が
増
え

ま
し
た
。

　
　
個
人
市
県
民
税
の
不

納
欠
損
の
理
由
は
。

　
　
生
活
困
窮
、所
在
不

明
、事
業
不
振
、倒
産
な
ど

が
理
由
で
す
。

　
　
徴
収
率
の
向
上
に
対

す
る
取
り
組
み
は
。

　
　
地
区
別
徴
収
体
制
を

と
り
、地
区
ご
と
に
重
点
目

標
を
定
め
、滞
納
繰
越
を
増

や
さ
ぬ
よ
う
現
年
度
課
税

分
を
重
点
に
徴
収
し
て
い

ま
す
。滞
納
繰
越
分
に
つ
い

て
は
、さ
ら
に
愛
知
県
東
尾

張
地
方
税
滞
納
整
理
機
構

や
県
へ
の
徴
収
委
託
を
活

用
し
て
い
ま
す
。

　
　
元
気
な
愛
知
の
市
町

村
づ
く
り
補
助
金
を
５
０

０
万
円
増
額
補
正
し
て
い

ま
す
が
、そ
の
内
容
は
。

　
　
従
来
枠
に
加
え
、チ
ャ

レ
ン
ジ
枠
に
申
請
し
た
マ

ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
整
備
費

が
補
助
対
象
と
な
っ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
　
ふ
る
さ
と
寄
附
金
の

予
算
現
額
が
５
千
万
円
に

対
し
、収
入
済
額
が
３
千
５

７
万
円
で
す
が
、理
由
は
。

　
　

１２
月
補
正
で
３
千
万

円
の
増
額
を
行
い
ま
し
た

が
、９
月
に
国
の
通
知
に
基

づ
き
返
礼
品
率
を
３
割
に

下
げ
た
こ
と
に
よ
り
、寄
附

件
数
が
伸
び
な
か
っ
た
た

め
で
す
。

　
　
ふ
る
さ
と
寄
附
金
に

対
す
る
ソ
フ
ト
事
業
で
の

返
礼
品
の
考
え
は
。

　
　
現
在
検
討
し
て
い
ま

す
。

歳
出

　
　
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
推
進
の
観
点
か
ら
、時

間
外
勤
務
の
縮
減
等
の
働

き
方
改
革
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

　
　
職
員
に
は
、効
率
よ
く

仕
事
を
行
う
よ
う
指
導
し
、

電
子
掲
示
板
や
館
内
放
送

に
よ
り
速
や
か
な
帰
宅
を

促
し
て
い
ま
す
。各
課
の
取

組
み
に
よ
り
、時
間
外
勤
務

の
総
時
間
数
は
、平
成
２８
年

度
と
比
較
し
て
減
少
し
て

い
ま
す
。

　
　
均
等
に
業
務
を
分
担

す
る
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
の
考

え
は
。

　
　
業
務
内
容
に
よ
っ
て

は
、ど
う
し
て
も
業
務
量
に

偏
り
が
で
き
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、引
き
続

き
、所
属
長
へ
業
務
量
の
調

整
に
つ
い
て
働
き
か
け
て

い
き
ま
す
。

　
　
職
員
が
受
講
し
た
研

修
成
果
の
活
用
は
。

　
　
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
や
職
責
を
果
た
す
こ
と

に
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
市
民
協
働
係
が
で
き

ま
し
た
が
、現
状
と
今
後
の

考
え
は
。

　
　
団
体
と
の
関
係
構
築

や
実
態
把
握
の
た
め
、市
民

活
動
団
体
や
市
の
職
員
に

聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。職
員
に
対
し
て

は
、研
修
会
を
実
施
し
、今

後
も
継
続
的
に
行
い
ま
す
。

ま
た
、市
民
協
働
指
針
の
副

読
本
を
作
成
中
で
あ
り
、協

働
し
や
す
い
基
盤
を
整
え

つ
つ
、裾
野
を
広
げ
て
い
き

ま
す
。

　
　
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の

利
用
率
を
考
え
る
と
、廃
止

も
含
め
た
検
討
が
必
要
で

は
。

　
　
こ
の
事
業
は
公
共
交

通
網
形
成
計
画
の
中
に
位

置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、公
共

交
通
会
議
で
の
意
見
も
踏

ま
え
、今
後
の
事
業
の
あ
り

方
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
集
会
所
の
耐
震
化
は
、

地
区
集
会
所
整
備
費
補
助

対
象
に
該
当
す
る
か
。ま

た
、耐
震
改
修
の
町
内
会
へ

の
積
極
的
な
周
知
は
。

　
　
耐
震
診
断
に
対
す
る

補
助
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、耐

震
改
修
も
補
助
対
象
に
該

当
し
ま
す
。耐
震
改
修
は
積

極
的
に
促
し
て
は
い
ま
せ

ん
。耐
震
診
断
に
対
す
る
補

助
制
度
に
つ
い
て
も
、今
後

研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
平
成
２９
年
度
は
業
務

継
続
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
が
、そ
の
後
の
具
体
的
な

訓
練
等
は
。

　
　
平
成
３０
年
度
は
、各
部

局
課
に
お
い
て
計
画
に
基

づ
く
個
別
マ
ニ
ュ
ア
ル
作

り
を
予
定
し
て
い
ま
す
。そ

の
後
、各
部
局
課
で
、机
上

訓
練
も
含
め
、マ
ニ
ュ
ア
ル

に
基
づ
く
訓
練
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　
　
避
難
所
の
入
口
を
分

か
り
や
す
く
す
る
た
め
の
、

看
板
設
置
の
考
え
は
。

　
　
入
口
を
明
確
に
す
る

対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
自
主
防
災
活
動
支
援

補
助
金
で
補
助
し
て
い
る

消
火
器
は
、町
内
の
所
有

か
。ま
た
、消
火
薬
剤
詰
め

替
え
の
補
助
率
は
。

　
　
自
主
防
災
会
の
も
の

で
す
。補
助
率
は
１
０
０
％

で
す
。

税
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
案

都
市
計
画
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
案

平
成
３０
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

案

福
祉
委
員
会

　
９
月
１９
日
、２０
日
に
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、付
託
議
案
の
審

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。採
決
の
結
果
は
、全
議
案
と
も
全
員
賛

成
及
び
賛
成
多
数
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
以
下
が
、主
な
質
疑
等
で
す
。

委
員
長 

小
﨑　
進
一

副
委
員
長 

八
木　
勝
之

委　
員 

浅
井　
泰
三

委　
員 

岸
本　
洋
美

委　
員 

伊
藤　
嘉
起

委　
員 

高
橋　
哲
生

委　
員 

浅
野　
富
典

委　
員 

冨
田　
雄
二

平
成
２9
年
度
一
般
会
計

決
算
認
定

歳
入

　
　
新
川
墓
地
使
用
料
の

内
容
は
。

　
　
当
初
予
算
で
は
１０
名

分
、８０
万
円
を
見
込
ん
で
い

ま
し
た
が
、結
果
と
し
て
４

名
の
申
し
込
み
で
、３２
万
円

と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、

埋
葬
の
形
態
が
変
化
し
て

き
た
こ
と
に
よ
り
、墓
地
の

需
要
が
減
少
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
　
個
人
番
号
カ
ー
ド
の

申
請
率
、申
請
者
数
は
。

　
　
平
成
２９
年
度
末
で
の

申
請
率
は
１１.

５
％
で
、申
請

者
数
は
１
千
１
４
６
人
で

す
。

　
　
保
育
料
の
不
納
欠
損

額
の
内
容
、ま
た
保
育
料
未

納
者
へ
の
対
応
は
。

　
　
不
納
欠
損
に
つ
い
て

は
、消
滅
時
効
の
５
年
を
経

過
し
た
６
件
で
す
。保
育
料

未
納
者
に
は
、児
童
手
当
支

給
日
、降
園
時
な
ど
に
保
育

料
の
納
付
依
頼
を
し
て
い

ま
す
。

歳
出

　
　
河
川
環
境
美
化
推
進

協
議
会
補
助
金
の
決
算
額

が
、例
年
の
１
５
０
万
円
か

ら
１
０
０
万
円
と
な
っ
た

減
額
理
由
は
。

　
　
補
助
金
で
運
営
し
て

い
る
団
体
で
あ
る
た
め
、年

度
末
に
繰
越
金
が
発
生
し

な
い
よ
う
５０
万
円
を
返
還

し
て
い
た
だ
い
た
た
め
で

す
。

　
　
商
工
業
振
興
費
に
お

け
る
不
用
額
の
理
由
は
。

　
　
信
用
保
証
料
助
成
金

の
不
用
額
で
、昨
年
度
は
上

半
期
ま
で
に
助
成
金
の
年

間
予
算
を
ほ
ぼ
執
行
す
る

見
込
み
と
な
り
、補
正
予
算

に
て
対
応
し
ま
し
た
が
、下

半
期
は
上
半
期
に
比
べ
助

成
金
の
執
行
ペ
ー
ス
が
低

調
だ
っ
た
た
め
不
用
額
と

な
り
ま
し
た
。

　
　
行
政
改
革
推
進
プ
ラ

ン
に
も
あ
る
よ
う
に
、清
洲

城
の
指
定
管
理
者
制
度
を

含
め
た
民
間
活
力
の
導
入

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　
行
政
改
革
推
進
プ
ラ

ン
で
は
、指
定
管
理
者
制
度

の
拡
充
が
掲
げ
ら
れ
て
お

り
、清
洲
城
の
今
後
の
運
営

に
つ
い
て
も
選
択
肢
の
一

つ
と
捉
え
て
い
ま
す
が
、一

方
で
清
洲
城
は
市
の
シ
ン

ボ
ル
的
な
存
在
で
あ
り
、市

民
の
皆
さ
ん
の
思
い
も
強

い
の
で
、今
後
慎
重
に
研
究

し
て
い
き
ま
す
。

　
　
経
済
対
策
臨
時
福
祉

給
付
金
の
支
給
状
況
は
。

　
　
経
済
対
策
臨
時
福
祉

総
務
委
員
会

マンホールトイレ（西枇杷島小学校）

清 洲 城



給
付
金
の
支
給
対
象
と
な

る
可
能
性
が
あ
る
約
１
万

人
に
申
請
書
等
を
郵
送
し
、

申
請
の
あ
っ
た
８
千
１
６

０
人
に
対
し
て
一
人
当
た

り
１
万
５
千
円
を
支
給
し

ま
し
た
。

　
　
本
市
で
開
催
し
た
手

話
奉
仕
員
養
成
講
座
の
開

催
状
況
と
市
民
の
参
加
状

況
は
。

　
　
本
市
で
は
手
話
奉
仕

員
養
成
講
座
・
基
礎
課
程

を
開
催
し
、市
民
の
参
加
者

は
１２
名
、在
勤
者
の
参
加
者

は
５
名
で
し
た
。

　
　
昨
年
度
と
比
較
し
て
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
会
員
数
が
若
干
減
少
し

て
い
ま
す
が
、対
策
は
。　

　
　
会
員
数
は
増
加
し
て

い
な
い
も
の
の
、新
総
合
事

業
と
し
て
、「
き
よ
す
家
事

サ
ポ
ー
タ
ー
」に
よ
る
訪
問

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
の

で
、会
員
数
の
増
加
に
繋
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
　
清
洲
児
童
館
の
建
て

替
え
の
考
え
は
。

　
　
清
洲
児
童
館
の
建
設

　
9
月
14
日
、委
員
会
が
開
催
さ
れ
、付
託
議
案
の
審
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。採
決
の
結
果
は
、全
議
案
と
も
全
員
賛
成
に
よ

り
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
以
下
が
、主
な
質
疑
等
で
す
。

平
成
２9
年
度
一
般
会
計

決
算
認
定

歳
入

　
　
法
人
市
民
税
が
伸
び

た
要
因
は
。

　
　
輸
出
関
連
企
業
の
為

替
差
益
に
よ
る
増
収
や
業

績
回
復
な
ど
に
よ
り
、約
２

億
２
千
万
円
税
収
が
増
え

ま
し
た
。

　
　
個
人
市
県
民
税
の
不

納
欠
損
の
理
由
は
。

　
　
生
活
困
窮
、所
在
不

明
、事
業
不
振
、倒
産
な
ど

が
理
由
で
す
。

　
　
徴
収
率
の
向
上
に
対

す
る
取
り
組
み
は
。

　
　
地
区
別
徴
収
体
制
を

と
り
、地
区
ご
と
に
重
点
目

標
を
定
め
、滞
納
繰
越
を
増

や
さ
ぬ
よ
う
現
年
度
課
税

分
を
重
点
に
徴
収
し
て
い

ま
す
。滞
納
繰
越
分
に
つ
い

て
は
、さ
ら
に
愛
知
県
東
尾

張
地
方
税
滞
納
整
理
機
構

や
県
へ
の
徴
収
委
託
を
活

用
し
て
い
ま
す
。

　
　
元
気
な
愛
知
の
市
町

村
づ
く
り
補
助
金
を
５
０

０
万
円
増
額
補
正
し
て
い

ま
す
が
、そ
の
内
容
は
。

　
　
従
来
枠
に
加
え
、チ
ャ

レ
ン
ジ
枠
に
申
請
し
た
マ

ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
整
備
費

が
補
助
対
象
と
な
っ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
　
ふ
る
さ
と
寄
附
金
の

予
算
現
額
が
５
千
万
円
に

対
し
、収
入
済
額
が
３
千
５

７
万
円
で
す
が
、理
由
は
。

　
　

１２
月
補
正
で
３
千
万

円
の
増
額
を
行
い
ま
し
た

が
、９
月
に
国
の
通
知
に
基

づ
き
返
礼
品
率
を
３
割
に

下
げ
た
こ
と
に
よ
り
、寄
附

件
数
が
伸
び
な
か
っ
た
た

め
で
す
。

　
　
ふ
る
さ
と
寄
附
金
に

対
す
る
ソ
フ
ト
事
業
で
の

返
礼
品
の
考
え
は
。

　
　
現
在
検
討
し
て
い
ま

す
。

歳
出

　
　
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
推
進
の
観
点
か
ら
、時

間
外
勤
務
の
縮
減
等
の
働

き
方
改
革
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

　
　
職
員
に
は
、効
率
よ
く

仕
事
を
行
う
よ
う
指
導
し
、

電
子
掲
示
板
や
館
内
放
送

に
よ
り
速
や
か
な
帰
宅
を

促
し
て
い
ま
す
。各
課
の
取

組
み
に
よ
り
、時
間
外
勤
務

の
総
時
間
数
は
、平
成
２８
年

度
と
比
較
し
て
減
少
し
て

い
ま
す
。

　
　
均
等
に
業
務
を
分
担

す
る
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
の
考

え
は
。

　
　
業
務
内
容
に
よ
っ
て

は
、ど
う
し
て
も
業
務
量
に

偏
り
が
で
き
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、引
き
続

き
、所
属
長
へ
業
務
量
の
調

整
に
つ
い
て
働
き
か
け
て

い
き
ま
す
。

　
　
職
員
が
受
講
し
た
研

修
成
果
の
活
用
は
。

　
　
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
や
職
責
を
果
た
す
こ
と

に
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
市
民
協
働
係
が
で
き

ま
し
た
が
、現
状
と
今
後
の

考
え
は
。

　
　
団
体
と
の
関
係
構
築

や
実
態
把
握
の
た
め
、市
民

活
動
団
体
や
市
の
職
員
に

聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。職
員
に
対
し
て

は
、研
修
会
を
実
施
し
、今

後
も
継
続
的
に
行
い
ま
す
。

ま
た
、市
民
協
働
指
針
の
副

読
本
を
作
成
中
で
あ
り
、協

働
し
や
す
い
基
盤
を
整
え

つ
つ
、裾
野
を
広
げ
て
い
き

ま
す
。

　
　
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の

利
用
率
を
考
え
る
と
、廃
止

も
含
め
た
検
討
が
必
要
で

は
。

　
　
こ
の
事
業
は
公
共
交

通
網
形
成
計
画
の
中
に
位

置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、公
共

交
通
会
議
で
の
意
見
も
踏

ま
え
、今
後
の
事
業
の
あ
り

方
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
集
会
所
の
耐
震
化
は
、

地
区
集
会
所
整
備
費
補
助

対
象
に
該
当
す
る
か
。ま

た
、耐
震
改
修
の
町
内
会
へ

の
積
極
的
な
周
知
は
。

　
　
耐
震
診
断
に
対
す
る

補
助
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、耐

震
改
修
も
補
助
対
象
に
該

当
し
ま
す
。耐
震
改
修
は
積

極
的
に
促
し
て
は
い
ま
せ

ん
。耐
震
診
断
に
対
す
る
補

助
制
度
に
つ
い
て
も
、今
後

研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
平
成
２９
年
度
は
業
務

継
続
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
が
、そ
の
後
の
具
体
的
な

訓
練
等
は
。

　
　
平
成
３０
年
度
は
、各
部

局
課
に
お
い
て
計
画
に
基

づ
く
個
別
マ
ニ
ュ
ア
ル
作

り
を
予
定
し
て
い
ま
す
。そ

の
後
、各
部
局
課
で
、机
上

訓
練
も
含
め
、マ
ニ
ュ
ア
ル

に
基
づ
く
訓
練
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　
　
避
難
所
の
入
口
を
分

か
り
や
す
く
す
る
た
め
の
、

看
板
設
置
の
考
え
は
。

　
　
入
口
を
明
確
に
す
る

対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
自
主
防
災
活
動
支
援

補
助
金
で
補
助
し
て
い
る

消
火
器
は
、町
内
の
所
有

か
。ま
た
、消
火
薬
剤
詰
め

替
え
の
補
助
率
は
。

　
　
自
主
防
災
会
の
も
の

で
す
。補
助
率
は
１
０
０
％

で
す
。

税
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
案

都
市
計
画
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
案

平
成
３０
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

案

福
祉
委
員
会

　
９
月
１９
日
、２０
日
に
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、付
託
議
案
の
審

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。採
決
の
結
果
は
、全
議
案
と
も
全
員
賛

成
及
び
賛
成
多
数
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
以
下
が
、主
な
質
疑
等
で
す
。

委
員
長 

小
﨑　
進
一

副
委
員
長 

八
木　
勝
之

委　
員 

浅
井　
泰
三

委　
員 

岸
本　
洋
美

委　
員 

伊
藤　
嘉
起

委　
員 

高
橋　
哲
生

委　
員 

浅
野　
富
典

委　
員 

冨
田　
雄
二

平
成
２9
年
度
一
般
会
計

決
算
認
定

歳
入

　
　
新
川
墓
地
使
用
料
の

内
容
は
。

　
　
当
初
予
算
で
は
１０
名

分
、８０
万
円
を
見
込
ん
で
い

ま
し
た
が
、結
果
と
し
て
４

名
の
申
し
込
み
で
、３２
万
円

と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、

埋
葬
の
形
態
が
変
化
し
て

き
た
こ
と
に
よ
り
、墓
地
の

需
要
が
減
少
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
　
個
人
番
号
カ
ー
ド
の

申
請
率
、申
請
者
数
は
。

　
　
平
成
２９
年
度
末
で
の

申
請
率
は
１１.

５
％
で
、申
請

者
数
は
１
千
１
４
６
人
で

す
。

　
　
保
育
料
の
不
納
欠
損

額
の
内
容
、ま
た
保
育
料
未

納
者
へ
の
対
応
は
。

　
　
不
納
欠
損
に
つ
い
て

は
、消
滅
時
効
の
５
年
を
経

過
し
た
６
件
で
す
。保
育
料

未
納
者
に
は
、児
童
手
当
支

給
日
、降
園
時
な
ど
に
保
育

料
の
納
付
依
頼
を
し
て
い

ま
す
。

歳
出

　
　
河
川
環
境
美
化
推
進

協
議
会
補
助
金
の
決
算
額

が
、例
年
の
１
５
０
万
円
か

ら
１
０
０
万
円
と
な
っ
た

減
額
理
由
は
。

　
　
補
助
金
で
運
営
し
て

い
る
団
体
で
あ
る
た
め
、年

度
末
に
繰
越
金
が
発
生
し

な
い
よ
う
５０
万
円
を
返
還

し
て
い
た
だ
い
た
た
め
で

す
。

　
　
商
工
業
振
興
費
に
お

け
る
不
用
額
の
理
由
は
。

　
　
信
用
保
証
料
助
成
金

の
不
用
額
で
、昨
年
度
は
上

半
期
ま
で
に
助
成
金
の
年

間
予
算
を
ほ
ぼ
執
行
す
る

見
込
み
と
な
り
、補
正
予
算

に
て
対
応
し
ま
し
た
が
、下

半
期
は
上
半
期
に
比
べ
助

成
金
の
執
行
ペ
ー
ス
が
低

調
だ
っ
た
た
め
不
用
額
と

な
り
ま
し
た
。

　
　
行
政
改
革
推
進
プ
ラ

ン
に
も
あ
る
よ
う
に
、清
洲

城
の
指
定
管
理
者
制
度
を

含
め
た
民
間
活
力
の
導
入

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　
行
政
改
革
推
進
プ
ラ

ン
で
は
、指
定
管
理
者
制
度

の
拡
充
が
掲
げ
ら
れ
て
お

り
、清
洲
城
の
今
後
の
運
営

に
つ
い
て
も
選
択
肢
の
一

つ
と
捉
え
て
い
ま
す
が
、一

方
で
清
洲
城
は
市
の
シ
ン

ボ
ル
的
な
存
在
で
あ
り
、市

民
の
皆
さ
ん
の
思
い
も
強

い
の
で
、今
後
慎
重
に
研
究

し
て
い
き
ま
す
。

　
　
経
済
対
策
臨
時
福
祉

給
付
金
の
支
給
状
況
は
。

　
　
経
済
対
策
臨
時
福
祉

総
務
委
員
会

マンホールトイレ（西枇杷島小学校）

清 洲 城



みなさまの声を市政に (傍聴者 １９人) ９月５日・６日の２日間、
１５人の議員が質問を行いました。一般質問

成
田
　
義
之 

議
員

消防団観閲式 ● 11月11日（日）　午前9時30分～ ● 西枇杷島中学校

委
員
長 

林　
　
真
子

副
委
員
長 

白
井　
　
章

委　
員 

成
田　
義
之

委　
員 

加
藤　
光
則

委　
員 

大
塚　
祥
之

委　
員 

下
堂
薗　
稔

委　
員 

山
内　
徳
彦

は
必
要
と
考
え
て
い
ま
す

が
、現
在
の
清
洲
児
童
館
の

周
辺
は
、西
清
洲
ポ
ン
プ
場

の
建
設
工
事
、そ
れ
に
関
連

す
る
工
事
や
小
学
校
教
職

員
駐
車
場
の
確
保
な
ど

様
々
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。

清
洲
児
童
館
建
設
へ
向
け

て
は
、現
在
、関
連
部
局
の

部
課
長
に
よ
る
調
整
会
議

を
設
け
、検
討
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。な
お
、建

設
の
時
期
に
つ
き
ま
し
て

は
、関
連
事
業
の
進
捗
に
よ

り
、現
時
点
で
明
確
に
お
答

え
で
き
ま
せ
ん
が
、喫
緊
の

課
題
と
し
て
、児
童
館
並
び

に
教
職
員
の
駐
車
場
用
地

の
確
保
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
　
清
洲
保
健
セ
ン
タ
ー

の
修
繕
内
容
と
今
後
の
保

健
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
の

考
え
は
。

　
　
主
な
修
繕
内
容
に
つ

い
て
は
、１
階
及
び
２
階
の

女
子
ト
イ
レ
な
ど
の
水
漏

れ
の
修
繕
を
行
っ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、今
後

の
清
洲
保
健
セ
ン
タ
ー
の

あ
り
方
に
つ
い
て
は
、関
係

部
署
と
調
整
し
、検
討
し
て

い
き
ま
す
。

　
　
が
ん
検
診
の
受
診
率

と
３０
歳
代
の
乳
が
ん
検
診

の
状
況
は
。

　
　
平
成
２９
年
度
が
ん
検

診
受
診
率
は
、胃
が
ん
１２
．

３
％
、大
腸
が
ん
１８
．４
％
、

肺
が
ん
１５
．１
％
、乳
が
ん

２７
．６
％
、子
宮
が
ん
３２
．

２
％
で
あ
り
、３０
歳
代
の
乳

が
ん
検
診
受
診
率
は
、１８
．

７
％
で
す
。

平
成
２９
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
決
算
認

定
　
　
国
民
健
康
保
険
税
率

の
平
成
28
年
度
と
平
成
30

年
度
の
税
率
改
正
に
伴
う
、

１
人
あ
た
り
及
び
１
世
帯

あ
た
り
の
税
額
と
、そ
の
他

繰
入
額
は
。

　
　
調
定
額
で
平
成
２８
年

度
は
１
人
あ
た
り
８
万
７

千
２
６
３
円
、１
世
帯
あ
た

り
１４
万
７
千
２
７
７
円
、平

成
２９
年
度
は
１
人
あ
た
り

９
万
５
２
２
円
、１
世
帯
当

り
１４
万
８
千
８
３
９
円
で

す
。そ
の
他
繰
入
額
に
つ
い

て
は
、平
成
２８
年
度
は
６
億

２
千
５
７
８
万
７
千
円
、平

成
２９
年
度
は
５
億
６
千
２

３
３
万
５
千
円
で
す
。

　
　
国
民
健
康
保
険
税
の

収
納
対
策
は
。

　
　
転
出
、社
会
保
険
加
入

等
に
よ
る
年
度
途
中
の
資

格
喪
失
者
に
つ
い
て
は
、即

日
賦
課
計
算
し
、収
め
忘
れ

を
な
く
す
よ
う
窓
口
対
応

し
て
お
り
、転
入
、社
保
離

脱
に
よ
る
加
入
者
に
つ
い

て
は
、口
座
振
替
の
勧
奨
を

し
て
い
ま
す
。

平
成
２９
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
決
算
認
定

　
　
平
成
２９
年
度
か
ら
新

総
合
事
業
が
始
ま
り
ま
し

た
が
、影
響
は
。

　
　
平
成
２８
年
度
と
比
較

し
て
、介
護
予
防
給
付
費
が

減
少
し
ま
し
た
。ま
た
、新

総
合
事
業
開
始
以
前
か
ら

ご
利
用
さ
れ
て
い
る
要
支

援
１
・
２
の
方
の
通
所
・
訪

問
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、

そ
の
ま
ま
継
続
利
用
で
き

て
い
ま
す
。

平
成
２９
年
度
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
決
算

認
定

　
　
高
額
療
養
費
及
び
葬

祭
費
の
未
申
請
者
へ
の
対

応
は
。

　
　
高
額
療
養
費
の
未
申

請
者
に
対
し
て
は
、勧
奨
の

お
知
ら
せ
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、葬
祭
費
の
未
申
請
者

に
対
し
て
も
、同
様
に
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。

平
成
３０
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

案
　
　
斎
苑
施
設
周
辺
環
境

改
善
と
し
て
の
一
場
公
民

館
建
設
整
備
の
内
容
は
。

　
　
こ
れ
か
ら
地
元
に
入

り
、配
置
、規
模
等
を
協
議

し
て
い
き
ま
す
。

　
　
小
規
模
保
育
事
業
施

設
整
備
費
の
事
業
内
容
は
。

　
　
３
歳
未
満
児
保
育

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め

民
間
の
事
業
者
を
誘
致
す

る
も
の
で
、子
ど
も
・
子
育

て
審
議
会
で
の
事
業
内
容

の
承
認
の
上
、公
募
、業
者

選
定
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

平
成
３０
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）案

平
成
３０
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）案

平
成
３０
年
度
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）案

て
　
　
①
防
災
ラ
ジ
オ
は
、
緊

急
地
震
速
報
や
避
難
勧
告
等

の
緊
急
情
報
を
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ＦＭ
放
送
局
を
通
じ
て
発

信
す
る
も
の
で
す
が
、
現

在
、
本
市
に
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ＦＭ
局
が
な
く
発
信
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
他
の

手
段
を
研
究
し
て
い
き
ま

す
。

②
要
配
慮
者
自
身
が
避
難
に

つ
い
て
考
え
、
身
を
守
る
た

め
の
行
動
を
と
る
こ
と
も
大

切
で
す
。
ま
た
、
住
民
相
互

の
助
け
合
い
を
促
し
、
避
難

支
援
等
の
体
制
を
構
築
し
て

い
き
ま
す
。

③
小
学
校
単
位
の
防
災
訓
練

は
、
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
啓
発
を
し
て
い
き

ま
す
。

　
　
７
月
６
日
に
起
き
た
西

日
本
豪
雨
は
、
土
砂
災
害
・

水
害
な
ど
１５
都
道
府
県
で
死

者
・
行
方
不
明
者
数
２
３
１

人
（
８
月
１４
日
現
在
・
消
防

庁
）
を
出
す
大
災
害
と
な
り

ま
し
た
。
本
市
に
お
い
て
、

こ
の
こ
と
か
ら
教
訓
・
課
題

の
検
証
は
さ
れ
た
の
か
伺
い

ま
す
。

①
防
災
ラ
ジ
オ
の
導
入
に
つ

い
て

②
高
齢
者
な
ど
要
配
慮
者
の

避
難
の
あ
り
方
の
課
題
・
改

善
に
つ
い
て

③
各
避
難
所
（
小
学
校
区
毎

の
自
主
防
災
組
織
）
に
お
け

る
防
災
訓
練
の
実
施
に
つ
い

　
　
①
公
共
施
設
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
対
策
は
終
わ

り
ま
し
た
か
。ま
た
、民
間

の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
指
導
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま

す
か
。

②
高
齢
者
や
障
害
者
の
た

め
に
、住
宅
用
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
補
助
金
の
制
度

を
設
け
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

　
　
①
公
共
施
設
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
に
つ
い
て
は
、

点
検
確
認
を
終
え
、一
件

は
工
事
の
発
注
を
終
え
、

一
件
は
補
正
予
算
を
今
議

会
に
上
程
し
て
い
ま
す
。

　

民
間
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀

は
、自
己
診
断
の
広
報
誌

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
啓

発
や
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
に

よ
る
自
己
点
検
、修
繕
又

は
撤
去
勧
奨
を
行
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、ブ
ロ
ッ
ク
塀

等
の
撤
去
工
事
に
対
す
る

補
助
金
の
予
算
を
今
議
会

に
上
程
し
て
い
ま
す
。

②
住
宅
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

は
、設
置
費
や
維
持
費
が

高
額
で
、住
宅
の
資
産
価

値
を
高
め
る
こ
と
に
な
り

か
ね
な
い
た
め
介
護
保
険

制
度
で
は
補
助
対
象
で
は

な
く
、停
電
時
や
地
震
発

生
時
に
は
使
用
で
き
な
い

こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

住
宅
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設

置
補
助
制
度
に
つ
い
て

は
、国
・
県
や
近
隣
自
治
体

の
動
向
把
握
に
努
め
研
究

し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

●
人
為
的
災
害
へ
の
対
応

●
明
電
舎
名
古
屋
事
業
所

　
に
お
け
る
ＥＶ
部
品
の　

　
生
産
拡
大

　
現
在
、
市
に
お
い
て
も
避

難
所
内
の
配
置
や
区
割
り
等

の
検
討
を
行
い
、
今
後
、
避

難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
更
新
も

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

●
市
第
２
次
総
合
計
画
〜
後

期　
計
画
の
策
定

自
然
災
害
へ
の
対
応

西
日
本
豪
雨
災
害
を
受
け
て

岸
本
　
洋
美 

議
員

西日本豪雨災害ごみ（岡山県倉敷市真備町）



みなさまの声を市政に (傍聴者 １９人) ９月５日・６日の２日間、
１５人の議員が質問を行いました。一般質問

成
田
　
義
之 

議
員

消防団観閲式 ● 11月11日（日）　午前9時30分～ ● 西枇杷島中学校

委
員
長 

林　
　
真
子

副
委
員
長 

白
井　
　
章

委　
員 

成
田　
義
之

委　
員 

加
藤　
光
則

委　
員 

大
塚　
祥
之

委　
員 

下
堂
薗　
稔

委　
員 

山
内　
徳
彦

は
必
要
と
考
え
て
い
ま
す

が
、現
在
の
清
洲
児
童
館
の

周
辺
は
、西
清
洲
ポ
ン
プ
場

の
建
設
工
事
、そ
れ
に
関
連

す
る
工
事
や
小
学
校
教
職

員
駐
車
場
の
確
保
な
ど

様
々
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。

清
洲
児
童
館
建
設
へ
向
け

て
は
、現
在
、関
連
部
局
の

部
課
長
に
よ
る
調
整
会
議

を
設
け
、検
討
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。な
お
、建

設
の
時
期
に
つ
き
ま
し
て

は
、関
連
事
業
の
進
捗
に
よ

り
、現
時
点
で
明
確
に
お
答

え
で
き
ま
せ
ん
が
、喫
緊
の

課
題
と
し
て
、児
童
館
並
び

に
教
職
員
の
駐
車
場
用
地

の
確
保
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
　
清
洲
保
健
セ
ン
タ
ー

の
修
繕
内
容
と
今
後
の
保

健
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
の

考
え
は
。

　
　
主
な
修
繕
内
容
に
つ

い
て
は
、１
階
及
び
２
階
の

女
子
ト
イ
レ
な
ど
の
水
漏

れ
の
修
繕
を
行
っ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、今
後

の
清
洲
保
健
セ
ン
タ
ー
の

あ
り
方
に
つ
い
て
は
、関
係

部
署
と
調
整
し
、検
討
し
て

い
き
ま
す
。

　
　
が
ん
検
診
の
受
診
率

と
３０
歳
代
の
乳
が
ん
検
診

の
状
況
は
。

　
　
平
成
２９
年
度
が
ん
検

診
受
診
率
は
、胃
が
ん
１２
．

３
％
、大
腸
が
ん
１８
．４
％
、

肺
が
ん
１５
．１
％
、乳
が
ん

２７
．６
％
、子
宮
が
ん
３２
．

２
％
で
あ
り
、３０
歳
代
の
乳

が
ん
検
診
受
診
率
は
、１８
．

７
％
で
す
。

平
成
２９
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
決
算
認

定
　
　
国
民
健
康
保
険
税
率

の
平
成
28
年
度
と
平
成
30

年
度
の
税
率
改
正
に
伴
う
、

１
人
あ
た
り
及
び
１
世
帯

あ
た
り
の
税
額
と
、そ
の
他

繰
入
額
は
。

　
　
調
定
額
で
平
成
２８
年

度
は
１
人
あ
た
り
８
万
７

千
２
６
３
円
、１
世
帯
あ
た

り
１４
万
７
千
２
７
７
円
、平

成
２９
年
度
は
１
人
あ
た
り

９
万
５
２
２
円
、１
世
帯
当

り
１４
万
８
千
８
３
９
円
で

す
。そ
の
他
繰
入
額
に
つ
い

て
は
、平
成
２８
年
度
は
６
億

２
千
５
７
８
万
７
千
円
、平

成
２９
年
度
は
５
億
６
千
２

３
３
万
５
千
円
で
す
。

　
　
国
民
健
康
保
険
税
の

収
納
対
策
は
。

　
　
転
出
、社
会
保
険
加
入

等
に
よ
る
年
度
途
中
の
資

格
喪
失
者
に
つ
い
て
は
、即

日
賦
課
計
算
し
、収
め
忘
れ

を
な
く
す
よ
う
窓
口
対
応

し
て
お
り
、転
入
、社
保
離

脱
に
よ
る
加
入
者
に
つ
い

て
は
、口
座
振
替
の
勧
奨
を

し
て
い
ま
す
。

平
成
２９
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
決
算
認
定

　
　
平
成
２９
年
度
か
ら
新

総
合
事
業
が
始
ま
り
ま
し

た
が
、影
響
は
。

　
　
平
成
２８
年
度
と
比
較

し
て
、介
護
予
防
給
付
費
が

減
少
し
ま
し
た
。ま
た
、新

総
合
事
業
開
始
以
前
か
ら

ご
利
用
さ
れ
て
い
る
要
支

援
１
・
２
の
方
の
通
所
・
訪

問
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、

そ
の
ま
ま
継
続
利
用
で
き

て
い
ま
す
。

平
成
２９
年
度
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
決
算

認
定

　
　
高
額
療
養
費
及
び
葬

祭
費
の
未
申
請
者
へ
の
対

応
は
。

　
　
高
額
療
養
費
の
未
申

請
者
に
対
し
て
は
、勧
奨
の

お
知
ら
せ
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、葬
祭
費
の
未
申
請
者

に
対
し
て
も
、同
様
に
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。

平
成
３０
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

案
　
　
斎
苑
施
設
周
辺
環
境

改
善
と
し
て
の
一
場
公
民

館
建
設
整
備
の
内
容
は
。

　
　
こ
れ
か
ら
地
元
に
入

り
、配
置
、規
模
等
を
協
議

し
て
い
き
ま
す
。

　
　
小
規
模
保
育
事
業
施

設
整
備
費
の
事
業
内
容
は
。

　
　
３
歳
未
満
児
保
育

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め

民
間
の
事
業
者
を
誘
致
す

る
も
の
で
、子
ど
も
・
子
育

て
審
議
会
で
の
事
業
内
容

の
承
認
の
上
、公
募
、業
者

選
定
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

平
成
３０
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）案

平
成
３０
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）案

平
成
３０
年
度
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）案

て
　
　
①
防
災
ラ
ジ
オ
は
、
緊

急
地
震
速
報
や
避
難
勧
告
等

の
緊
急
情
報
を
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ＦＭ
放
送
局
を
通
じ
て
発

信
す
る
も
の
で
す
が
、
現

在
、
本
市
に
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ＦＭ
局
が
な
く
発
信
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
他
の

手
段
を
研
究
し
て
い
き
ま

す
。

②
要
配
慮
者
自
身
が
避
難
に

つ
い
て
考
え
、
身
を
守
る
た

め
の
行
動
を
と
る
こ
と
も
大

切
で
す
。
ま
た
、
住
民
相
互

の
助
け
合
い
を
促
し
、
避
難

支
援
等
の
体
制
を
構
築
し
て

い
き
ま
す
。

③
小
学
校
単
位
の
防
災
訓
練

は
、
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
啓
発
を
し
て
い
き

ま
す
。

　
　
７
月
６
日
に
起
き
た
西

日
本
豪
雨
は
、
土
砂
災
害
・

水
害
な
ど
１５
都
道
府
県
で
死

者
・
行
方
不
明
者
数
２
３
１

人
（
８
月
１４
日
現
在
・
消
防

庁
）
を
出
す
大
災
害
と
な
り

ま
し
た
。
本
市
に
お
い
て
、

こ
の
こ
と
か
ら
教
訓
・
課
題

の
検
証
は
さ
れ
た
の
か
伺
い

ま
す
。

①
防
災
ラ
ジ
オ
の
導
入
に
つ

い
て

②
高
齢
者
な
ど
要
配
慮
者
の

避
難
の
あ
り
方
の
課
題
・
改

善
に
つ
い
て

③
各
避
難
所
（
小
学
校
区
毎

の
自
主
防
災
組
織
）
に
お
け

る
防
災
訓
練
の
実
施
に
つ
い

　
　
①
公
共
施
設
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
対
策
は
終
わ

り
ま
し
た
か
。ま
た
、民
間

の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
指
導
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま

す
か
。

②
高
齢
者
や
障
害
者
の
た

め
に
、住
宅
用
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
補
助
金
の
制
度

を
設
け
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

　
　
①
公
共
施
設
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
に
つ
い
て
は
、

点
検
確
認
を
終
え
、一
件

は
工
事
の
発
注
を
終
え
、

一
件
は
補
正
予
算
を
今
議

会
に
上
程
し
て
い
ま
す
。

　

民
間
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀

は
、自
己
診
断
の
広
報
誌

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
啓

発
や
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
に

よ
る
自
己
点
検
、修
繕
又

は
撤
去
勧
奨
を
行
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、ブ
ロ
ッ
ク
塀

等
の
撤
去
工
事
に
対
す
る

補
助
金
の
予
算
を
今
議
会

に
上
程
し
て
い
ま
す
。

②
住
宅
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

は
、設
置
費
や
維
持
費
が

高
額
で
、住
宅
の
資
産
価

値
を
高
め
る
こ
と
に
な
り

か
ね
な
い
た
め
介
護
保
険

制
度
で
は
補
助
対
象
で
は

な
く
、停
電
時
や
地
震
発

生
時
に
は
使
用
で
き
な
い

こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

住
宅
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設

置
補
助
制
度
に
つ
い
て

は
、国
・
県
や
近
隣
自
治
体

の
動
向
把
握
に
努
め
研
究

し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

●
人
為
的
災
害
へ
の
対
応

●
明
電
舎
名
古
屋
事
業
所

　
に
お
け
る
ＥＶ
部
品
の　

　
生
産
拡
大

　
現
在
、
市
に
お
い
て
も
避

難
所
内
の
配
置
や
区
割
り
等

の
検
討
を
行
い
、
今
後
、
避

難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
更
新
も

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

●
市
第
２
次
総
合
計
画
〜
後

期　
計
画
の
策
定

自
然
災
害
へ
の
対
応

西
日
本
豪
雨
災
害
を
受
け
て

岸
本
　
洋
美 

議
員

西日本豪雨災害ごみ（岡山県倉敷市真備町）



　
　

清
洲
児
童
館
は
、築

４０
年
以
上
経
過
し
、老
朽

化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
や

千
人
を
超
え
る
清
洲
小
学

校
の
児
童
数
に
比
べ
、児

童
館
の
規
模
が
あ
ま
り
に

小
さ
い
と
い
う
課
題
が
あ

り
ま
す
。ま
た
、三
つ
の
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
運
営

し
て
い
ま
す
が
、清
洲
小

学
校
の
教
室
も
借
り
て
運

営
し
て
い
る
現
状
で
は
、

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成

に
十
分
応
え
て
い
る
と
は

言
え
ず
、早
急
に
対
策
を

講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
ま
す
。現
状
に
対

し
、保
護
者
か
ら
の
声
は

　
　

昨
今
、子
ど
も
の
貧

困
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
て
い
ま
す
。貧
困

の
連
鎖
を
断
ち
切
る
た
め

に
も
低
所
得
層
の
子
ど
も

の
教
育
が
重
要
で
す
。

①
準
要
保
護
児
童
生
徒
に

対
す
る「
新
入
学
児
童
生

徒
学
用
品
費
」の
入
学
前

支
給
の
実
施
に
つ
い
て

②
学
習
支
援
事
業
の
現
況

と
課
題
、支
援
が
必
要
な

児
童
・
生
徒
に
対
し
て
の

さ
ら
な
る
取
り
組
み
に
つ

い
て

　
　
①
平
成
３０
年
度
時
点

で
実
施
し
て
い
る
県
内
市

　
　

小
児
の
病
気
に
よ
る

死
亡
原
因
の
１
位
は
小
児

が
ん
で
、成
人
の
が
ん
患

者
と
は
違
い
、発
育
や
教

育
へ
の
対
応
な
ど
の
課
題

が
あ
り
、小
児
が
ん
を
扱

う
医
療
施
設
も
少
な
く
経

験
も
乏
し
い
な
か
、適
切

な
医
療
を
受
け
ら
れ
な
い

こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。

①
小
児
が
ん
に「
網
膜
芽

細
胞
腫
」と
い
う
眼
の
が

ん
が
あ
り
ま
す
。症
状
と

し
て
は「
白
色
瞳
孔
」「
斜

視
」が
現
れ
、早
期
に
発
見

が
可
能
で
す
。早
期
発
見

の
た
め
の
取
り
組
み
を
伺

い
ま
す
。

②
問
診
項
目
に「
白
色
瞳

孔
」を
追
加
す
る
こ
と
が

必
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

　　
　

①
国
は
対
策
と
し
て

全
国
１５
か
所
に
小
児
が
ん

拠
点
病
院
を
指
定
し
、県

は
名
古
屋
大
学
付
属
病
院

を
拠
点
病
院
と
し
て
対
策

の
推
進
を
進
め
て
い
ま

す
。小
児
が
ん
患
者
と
家

族
が
安
心
し
て
適
切
な
医

療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

県
と
の
連
携
と
情
報
発
信

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

②
３
歳
児
検
診
の
項
目
に

は「
白
色
瞳
孔
」が
あ
り
ま

す
が
、４
か
月
児
検
診
、１

歳
６
か
月
検
診
の
項
目
に

は
追
視
検
査
や
斜
視
の
有

無
に
つ
い
て
の
項
目
に

町
村
が
６０
％
を
超
え
て
い

る
現
状
か
ら
も
、
前
倒
し

支
給
を
前
向
き
に
検
討
し

ま
す
。

②
受
託
者
を
公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
に
よ
り
選
定

し
、
今
年
度
７
月
か
ら
生

活
保
護
受
給
世
帯
等
の
中

学
生
、
高
校
生
な
ど
を
対

象
と
し
、
週
２
回
、
１
回

９０
分
の
学
習
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
計
１２
名
の
子
ど
も
た
ち

が
意
欲
的
に
学
習
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
聞
い
て
い

ま
す
。

　
成
果
を
検
証
す
る
ま
で

に
中
長
期
的
な
視
点
が
必

要
な
こ
と
、
地
域
と
学
校

の
連
携
・
協
働
に
よ
る
学

習
支
援
な
ど
、
他
施
策
と

の
整
合
性
を
図
る
必
要
が

あ
る
こ
と
な
ど
が
課
題
で

す
が
、
今
後
も
事
業
効
果

な
ど
を
検
証
し
、
事
業
の

継
続
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

そ
の
他
の
質
問　

●
地
域
福
祉
計
画
の
策
定

届
い
て
い
ま
す
か
。併
せ

て
、子
ど
も
・
子
育
て
審
議

会
で
清
洲
児
童
館
に
つ
い

て
議
論
が
あ
り
ま
し
た

か
。ま
た
、建
設
計
画
は
あ

り
ま
す
か
。

　
　

保
護
者
か
ら
特
に
夏

休
み
の
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
利
用
者
が
多
く
、施

設
が
手
狭
で
あ
り
、老
朽

化
が
著
し
い
と
の
意
見
が

あ
り
ま
す
。ま
た
、子
ど

も
・
子
育
て
審
議
会
で
は
、

清
洲
児
童
館
の
老
朽
化
対

応
と
規
模
が
適
切
で
あ
る

の
か
検
討
す
る
よ
う
に
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。今
後

に
つ
い
て
は
、現
状
を
踏

ま
え
、子
ど
も
・
子
育
て
審

議
会
の
中
で
具
体
的
な
提

案
を
行
い
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

　
　

①
町
内
会
を
活
性
化

さ
せ
、地
域
の
問
題
を
解

決
す
る
能
力
を
向
上
さ
せ

る
に
は
、一
定
規
模
以
上

の
組
織
に
再
編
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
、ブ
ロ
ッ

ク
化
を
推
進
し
て
き
ま
し

た
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
化
を
推
進
す

る
こ
と
で
、担
い
手
等
の

人
材
の
発
掘
が
で
き
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
　

①
自
立
型
地
域
社
会

の
形
成
に
は
、地
域
づ
く

り
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
的
存

在
が
必
要
で
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、人
材
の
発
掘
及

び
育
成
に
つ
い
て
、市
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま

す
か
。

②
自
治
会
運
営
は
協
働
事

業
で
あ
り
、協
働
事
業
の

一
環
と
し
て
、各
公
共
施

設
に
配
置
さ
れ
て
い
る
再

任
用
職
員
に
自
治
会
組
織

の
相
談
役
と
し
て
、相
談

窓
口
を
拡
充
で
き
ま
せ
ん

か
。

そ
の
他
の
質
問　

●
リ
ニ
ア
効
果

●
遊
休
公
用
地
の
利
活
用

●
有
料
駐
輪
場

●
市
公
用
車
で
あ
る
消
防

　

車
両（
赤
パ
ト
）の
使
用

　
状
況

な
っ
て
お
り
、項
目
設
定

に
つ
い
て
は
、今
後
調
査
・

研
究
し
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

そ
の
他
の
質
問　

●
ま
ち
づ
く
り

②
協
働
に
か
か
る
事
業
に

つ
い
て
、現
在
、色
々
な
団

体
等
々
の
方
々
の
ご
意
見

を
伺
い
な
が
ら
、
ど
う

い
っ
た
方
向
性
で
、ま
た

ど
れ
く
ら
い
の
ス
ピ
ー
ド

感
で
行
っ
て
い
く
の
が
良

い
の
か
を
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
の
で
、よ
り
良

い
方
向
性
を
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

乳
幼
児
健
診
に
お
け
る

小
児
が
ん
の
早
期
発
見

飛
永
　
勝
次 

議
員

就
学
援
助
・
学
習
支
援
が
必
要
な

児
童
・
生
徒
へ
の
対
策

林
　
真
子 

議
員

市
民
協
働
に
よ
る
自
治
会
運
営

冨
田
　
雄
二 

議
員

清
洲
児
童
館

八
木
　
勝
之 

議
員

中学校入学式清洲児童館



　
　

清
洲
児
童
館
は
、築

４０
年
以
上
経
過
し
、老
朽

化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
や

千
人
を
超
え
る
清
洲
小
学

校
の
児
童
数
に
比
べ
、児

童
館
の
規
模
が
あ
ま
り
に

小
さ
い
と
い
う
課
題
が
あ

り
ま
す
。ま
た
、三
つ
の
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
運
営

し
て
い
ま
す
が
、清
洲
小

学
校
の
教
室
も
借
り
て
運

営
し
て
い
る
現
状
で
は
、

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成

に
十
分
応
え
て
い
る
と
は

言
え
ず
、早
急
に
対
策
を

講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
ま
す
。現
状
に
対

し
、保
護
者
か
ら
の
声
は

　
　

昨
今
、子
ど
も
の
貧

困
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
て
い
ま
す
。貧
困

の
連
鎖
を
断
ち
切
る
た
め

に
も
低
所
得
層
の
子
ど
も

の
教
育
が
重
要
で
す
。

①
準
要
保
護
児
童
生
徒
に

対
す
る「
新
入
学
児
童
生

徒
学
用
品
費
」の
入
学
前

支
給
の
実
施
に
つ
い
て

②
学
習
支
援
事
業
の
現
況

と
課
題
、支
援
が
必
要
な

児
童
・
生
徒
に
対
し
て
の

さ
ら
な
る
取
り
組
み
に
つ

い
て

　
　
①
平
成
３０
年
度
時
点

で
実
施
し
て
い
る
県
内
市

　
　

小
児
の
病
気
に
よ
る

死
亡
原
因
の
１
位
は
小
児

が
ん
で
、成
人
の
が
ん
患

者
と
は
違
い
、発
育
や
教

育
へ
の
対
応
な
ど
の
課
題

が
あ
り
、小
児
が
ん
を
扱

う
医
療
施
設
も
少
な
く
経

験
も
乏
し
い
な
か
、適
切

な
医
療
を
受
け
ら
れ
な
い

こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。

①
小
児
が
ん
に「
網
膜
芽

細
胞
腫
」と
い
う
眼
の
が

ん
が
あ
り
ま
す
。症
状
と

し
て
は「
白
色
瞳
孔
」「
斜

視
」が
現
れ
、早
期
に
発
見

が
可
能
で
す
。早
期
発
見

の
た
め
の
取
り
組
み
を
伺

い
ま
す
。

②
問
診
項
目
に「
白
色
瞳

孔
」を
追
加
す
る
こ
と
が

必
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

　　
　

①
国
は
対
策
と
し
て

全
国
１５
か
所
に
小
児
が
ん

拠
点
病
院
を
指
定
し
、県

は
名
古
屋
大
学
付
属
病
院

を
拠
点
病
院
と
し
て
対
策

の
推
進
を
進
め
て
い
ま

す
。小
児
が
ん
患
者
と
家

族
が
安
心
し
て
適
切
な
医

療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

県
と
の
連
携
と
情
報
発
信

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

②
３
歳
児
検
診
の
項
目
に

は「
白
色
瞳
孔
」が
あ
り
ま

す
が
、４
か
月
児
検
診
、１

歳
６
か
月
検
診
の
項
目
に

は
追
視
検
査
や
斜
視
の
有

無
に
つ
い
て
の
項
目
に

町
村
が
６０
％
を
超
え
て
い

る
現
状
か
ら
も
、
前
倒
し

支
給
を
前
向
き
に
検
討
し

ま
す
。

②
受
託
者
を
公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
に
よ
り
選
定

し
、
今
年
度
７
月
か
ら
生

活
保
護
受
給
世
帯
等
の
中

学
生
、
高
校
生
な
ど
を
対

象
と
し
、
週
２
回
、
１
回

９０
分
の
学
習
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
計
１２
名
の
子
ど
も
た
ち

が
意
欲
的
に
学
習
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
聞
い
て
い

ま
す
。

　
成
果
を
検
証
す
る
ま
で

に
中
長
期
的
な
視
点
が
必

要
な
こ
と
、
地
域
と
学
校

の
連
携
・
協
働
に
よ
る
学

習
支
援
な
ど
、
他
施
策
と

の
整
合
性
を
図
る
必
要
が

あ
る
こ
と
な
ど
が
課
題
で

す
が
、
今
後
も
事
業
効
果

な
ど
を
検
証
し
、
事
業
の

継
続
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

そ
の
他
の
質
問　

●
地
域
福
祉
計
画
の
策
定

届
い
て
い
ま
す
か
。併
せ

て
、子
ど
も
・
子
育
て
審
議

会
で
清
洲
児
童
館
に
つ
い

て
議
論
が
あ
り
ま
し
た

か
。ま
た
、建
設
計
画
は
あ

り
ま
す
か
。

　
　

保
護
者
か
ら
特
に
夏

休
み
の
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
利
用
者
が
多
く
、施

設
が
手
狭
で
あ
り
、老
朽

化
が
著
し
い
と
の
意
見
が

あ
り
ま
す
。ま
た
、子
ど

も
・
子
育
て
審
議
会
で
は
、

清
洲
児
童
館
の
老
朽
化
対

応
と
規
模
が
適
切
で
あ
る

の
か
検
討
す
る
よ
う
に
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。今
後

に
つ
い
て
は
、現
状
を
踏

ま
え
、子
ど
も
・
子
育
て
審

議
会
の
中
で
具
体
的
な
提

案
を
行
い
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

　
　

①
町
内
会
を
活
性
化

さ
せ
、地
域
の
問
題
を
解

決
す
る
能
力
を
向
上
さ
せ

る
に
は
、一
定
規
模
以
上

の
組
織
に
再
編
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
、ブ
ロ
ッ

ク
化
を
推
進
し
て
き
ま
し

た
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
化
を
推
進
す

る
こ
と
で
、担
い
手
等
の

人
材
の
発
掘
が
で
き
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
　

①
自
立
型
地
域
社
会

の
形
成
に
は
、地
域
づ
く

り
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
的
存

在
が
必
要
で
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、人
材
の
発
掘
及

び
育
成
に
つ
い
て
、市
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま

す
か
。

②
自
治
会
運
営
は
協
働
事

業
で
あ
り
、協
働
事
業
の

一
環
と
し
て
、各
公
共
施

設
に
配
置
さ
れ
て
い
る
再

任
用
職
員
に
自
治
会
組
織

の
相
談
役
と
し
て
、相
談

窓
口
を
拡
充
で
き
ま
せ
ん

か
。

そ
の
他
の
質
問　

●
リ
ニ
ア
効
果

●
遊
休
公
用
地
の
利
活
用

●
有
料
駐
輪
場

●
市
公
用
車
で
あ
る
消
防

　

車
両（
赤
パ
ト
）の
使
用

　
状
況

な
っ
て
お
り
、項
目
設
定

に
つ
い
て
は
、今
後
調
査
・

研
究
し
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

そ
の
他
の
質
問　

●
ま
ち
づ
く
り

②
協
働
に
か
か
る
事
業
に

つ
い
て
、現
在
、色
々
な
団

体
等
々
の
方
々
の
ご
意
見

を
伺
い
な
が
ら
、
ど
う

い
っ
た
方
向
性
で
、ま
た

ど
れ
く
ら
い
の
ス
ピ
ー
ド

感
で
行
っ
て
い
く
の
が
良

い
の
か
を
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
の
で
、よ
り
良

い
方
向
性
を
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

乳
幼
児
健
診
に
お
け
る

小
児
が
ん
の
早
期
発
見

飛
永
　
勝
次 

議
員

就
学
援
助
・
学
習
支
援
が
必
要
な

児
童
・
生
徒
へ
の
対
策

林
　
真
子 

議
員

市
民
協
働
に
よ
る
自
治
会
運
営

冨
田
　
雄
二 

議
員

清
洲
児
童
館

八
木
　
勝
之 

議
員

中学校入学式清洲児童館
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(

実
働
的
な
方
に
入
れ
替

え
、
本
市
の
観
光
振
興
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
て

い
ま
す
。
情
報
周
知
も
含

め
、
観
光
振
興
の
促
進
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

そ
の
他
の
質
問　

●
学
校
に
お
け
る
ル
ー
ル

　
の
明
確

４
５
７
〜
９
５
１
円
で
し

た
。

そ
の
他
の
質
問　

●
防
災

　
　
厚
生
労
働
省
の
発
表

に
よ
る
子
ど
も
の
貧
困
率

は
、
平
成
２７
年
１３
・
９
％

と
約
７
人
に
１
人
の
子
ど

も
が
貧
困
と
な
っ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
の
将
来
が
家

庭
の
経
済
的
状
況
に
左
右

さ
れ
る
こ
と
な
く
健
や
か

な
成
長
が
望
ま
れ
ま
す

が
、
本
市
の
状
況
と
対
策

を
伺
い
ま
す
。

　
　
子
ど
も
の
貧
困
の
実

態
把
握
の
た
め
愛
知
県
で

は
平
成
２８
年
度
に
県
内
全

域
の
約
１０
％
程
度
の
子
ど

も
と
保
護
者
を
対
象
に
調

査
を
実
施
し
、
尾
張
中
部

　
　
本
市
の
観
光
事
業
に

お
い
て
、
市
民
へ
の
情
報

周
知
が
足
り
な
い
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
歴
史
あ
る
観

光
事
業
を
市
全
体
に
周
知

す
る
こ
と
で
来
場
者
の
増

加
も
含
め
、
運
営
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
増
員
に
も
繋
が

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
観
光

協
会
の
あ
り
方
も
踏
ま

え
、
今
後
の
展
開
を
伺
い

ま
す
。

　
　
今
年
度
行
わ
れ
る
観

光
事
業
に
お
い
て
は
、
駅

前
商
店
街
や
法
人
、
各
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
と

連
携
を
図
り
、
新
し
い
行

い
て
、
早
急
に
対
応
す
る

必
要
性
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
今
後
に
お
き
ま
し
て

は
、
整
備
資
金
の
確
保
、

工
事
施
工
方
法
の
調
整
等

を
関
係
機
関
と
協
議
し
、

で
き
る
だ
け
早
く
小
中
学

校
普
通
教
室
等
へ
エ
ア
コ
ン

が
設
置
で
き
る
よ
う
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　
　
児
童
・
生
徒
を
熱
中

症
か
ら
守
る
た
め
、
設
置

計
画
を
見
直
し
、
小
中
学

校
普
通
教
室
等
へ
の
エ
ア
コ

ン
を
来
年
夏
の
暑
さ
に
間

に
合
う
よ
う
一
日
も
早
く

設
置
し
、
安
全
・
快
適
な

教
育
環
境
が
確
保
さ
れ
る

よ
う
強
く
求
め
ま
す
。

　
　
今
夏
の
異
常
気
象
に

よ
る
連
日
の
猛
暑
を
受

け
、
教
育
委
員
会
と
し
て

も
熱
中
症
に
よ
る
事
故
を

起
こ
さ
な
い
た
め
に
も
、

児
童
・
生
徒
の
健
康
管

理
、
学
校
に
お
け
る
快
適

な
教
育
環
境
の
確
保
に
つ

体
障
が
い
者
の
方
の
乗
車

に
配
慮
し
た
車
輌
の
導
入

を
求
め
る
声
が
あ
り
ま
し

た
が
、
あ
し
が
る
バ
ス
は

既
に
全
車
輌
で
対
応
済
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
平
成
２９
年
度
の
実
績
で

は
、
あ
し
が
る
バ
ス
の
運

行
費
用
は
４
千
５
５
７
万

５
千
円
、
こ
こ
か
ら
運
賃

収
入
、
国
庫
補
助
額
を
差

し
引
い
た
実
績
負
担
額
は

３
千
６
２
７
万
３
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
費
用
対
効
果
で
す
が
、

本
市
の
「
利
用
者
１
人
当

た
り
の
実
負
担
額
」
は
６

１
２
円
で
、
近
隣
市
町
と

の
比
較
に
つ
い
て
は
、
利

用
料
金
や
運
行
形
態
が
異

な
る
た
め
単
純
な
比
較
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
年
間
利

用
者
数
が
類
似
す
る
市
で

　
　
①
車
椅
子
利
用
者
及

び
身
体
障
が
い
者
の
方
の

利
用
状
況
を
伺
い
ま
す
。

要
望
、
意
見
等
何
か
あ
り

ま
し
た
か
。

②
一
年
間
の
運
行
費
用
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。
近
隣

市
町
と
比
較
し
て
、
費
用

対
効
果
は
い
か
が
で
す

か
。

　
　
①
車
椅
子
利
用
者
等

の
利
用
状
況
を
運
行
事
業

者
に
聞
き
取
り
し
た
と
こ

ろ
、
年
間
数
件
程
度
と
の

こ
と
で
し
た
。

　
ま
た
、
要
望
等
に
つ
き

ま
し
て
は
、
高
齢
者
や
身

そ
の
他
の
質
問　

●
市
長
の
市
政
運
営
に
対

　

す
る
感
想
と
今
後
の
抱

　
負

●
指
定
避
難
所
に
冷
暖
房

　
設
備
を
設
け
る
こ
と

事
も
多
く
開
催
さ
れ
ま

す
。
今
後
も
本
市
の
強
み

で
あ
る
歴
史
資
源
、
利
便

性
を
活
か
し
、市
民
の
方
々

を
始
め
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

に
よ
る
外
国
人
旅
行
者
や

他
市
町
か
ら
の
来
場
者
に

長
時
間
滞
在
し
て
い
た
だ

け
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。観
光
協
会
で
は
、

昨
年
度
、
役
員
を
若
手
や

圏
域
（
清
須
市
・
北
名
古

屋
市
・
豊
山
町
）
の
貧
困

率
は
５.５
％
で
、
愛
知
県
平

均
値
の
５.９
％
よ
り
低
い
状

況
で
し
た
。

　
貧
困
が
子
ど
も
に
与
え

る
影
響
と
し
て
は
、
学
習

意
欲
、
進
学
・
進
路
、
ス

ポ
ー
ツ
体
験
の
機
会
、
保

育
園
・
小
学
校
等
に
お
け

る
生
活
習
慣
な
ど
保
護
者

の
所
得
に
応
じ
格
差
が
生

じ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　
貧
困
対
策
に
つ
い
て

は
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策

の
推
進
に
関
す
る
法
律
、

生
活
保
護
法
な
ど
の
制
度

に
基
づ
き
様
々
な
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。（
別
表
参

照
）

　
今
後
の
課
題
と
し
て

は
、
き
め
細
か
い
実
態
把

握
と
支
援
サ
ー
ビ
ス
等
の

情
報
提
供
や
支
援
体
制
の

構
築
な
ど
で
す
。
本
市
で

は
、
子
育
て
に
関
す
る
総

合
相
談
窓
口
と
し
て
「
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
平
成
３０
年
度
か

ら
開
設
、
妊
娠
期
か
ら
子

育
て
期
ま
で
の
切
れ
目
の

な
い
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、
福
祉
と
教
育
部
門
と

の
連
携
強
化
を
図
り
、
今

後
も
貧
困
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

学
校
施
設
に
お
け
る
普
通
教
室

等
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
工
事

浅
野
　
富
典 

議
員

あ
し
が
る
バ
ス
全
般

下
堂
薗
　
稔 

議
員

清
須
市
の
観
光

松
岡
　
繁
知 

議
員

子
ど
も
の
貧
困
対
策

白
井
　
章 

議
員

きよすあしがるバス
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(

実
働
的
な
方
に
入
れ
替

え
、
本
市
の
観
光
振
興
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
て

い
ま
す
。
情
報
周
知
も
含

め
、
観
光
振
興
の
促
進
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

そ
の
他
の
質
問　

●
学
校
に
お
け
る
ル
ー
ル

　
の
明
確

４
５
７
〜
９
５
１
円
で
し

た
。

そ
の
他
の
質
問　

●
防
災

　
　
厚
生
労
働
省
の
発
表

に
よ
る
子
ど
も
の
貧
困
率

は
、
平
成
２７
年
１３
・
９
％

と
約
７
人
に
１
人
の
子
ど

も
が
貧
困
と
な
っ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
の
将
来
が
家

庭
の
経
済
的
状
況
に
左
右

さ
れ
る
こ
と
な
く
健
や
か

な
成
長
が
望
ま
れ
ま
す

が
、
本
市
の
状
況
と
対
策

を
伺
い
ま
す
。

　
　
子
ど
も
の
貧
困
の
実

態
把
握
の
た
め
愛
知
県
で

は
平
成
２８
年
度
に
県
内
全

域
の
約
１０
％
程
度
の
子
ど

も
と
保
護
者
を
対
象
に
調

査
を
実
施
し
、
尾
張
中
部

　
　
本
市
の
観
光
事
業
に

お
い
て
、
市
民
へ
の
情
報

周
知
が
足
り
な
い
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
歴
史
あ
る
観

光
事
業
を
市
全
体
に
周
知

す
る
こ
と
で
来
場
者
の
増

加
も
含
め
、
運
営
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
増
員
に
も
繋
が

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
観
光

協
会
の
あ
り
方
も
踏
ま

え
、
今
後
の
展
開
を
伺
い

ま
す
。

　
　
今
年
度
行
わ
れ
る
観

光
事
業
に
お
い
て
は
、
駅

前
商
店
街
や
法
人
、
各
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
と

連
携
を
図
り
、
新
し
い
行

い
て
、
早
急
に
対
応
す
る

必
要
性
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
今
後
に
お
き
ま
し
て

は
、
整
備
資
金
の
確
保
、

工
事
施
工
方
法
の
調
整
等

を
関
係
機
関
と
協
議
し
、

で
き
る
だ
け
早
く
小
中
学

校
普
通
教
室
等
へ
エ
ア
コ
ン

が
設
置
で
き
る
よ
う
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　
　
児
童
・
生
徒
を
熱
中

症
か
ら
守
る
た
め
、
設
置

計
画
を
見
直
し
、
小
中
学

校
普
通
教
室
等
へ
の
エ
ア
コ

ン
を
来
年
夏
の
暑
さ
に
間

に
合
う
よ
う
一
日
も
早
く

設
置
し
、
安
全
・
快
適
な

教
育
環
境
が
確
保
さ
れ
る

よ
う
強
く
求
め
ま
す
。

　
　
今
夏
の
異
常
気
象
に

よ
る
連
日
の
猛
暑
を
受

け
、
教
育
委
員
会
と
し
て

も
熱
中
症
に
よ
る
事
故
を

起
こ
さ
な
い
た
め
に
も
、

児
童
・
生
徒
の
健
康
管

理
、
学
校
に
お
け
る
快
適

な
教
育
環
境
の
確
保
に
つ

体
障
が
い
者
の
方
の
乗
車

に
配
慮
し
た
車
輌
の
導
入

を
求
め
る
声
が
あ
り
ま
し

た
が
、
あ
し
が
る
バ
ス
は

既
に
全
車
輌
で
対
応
済
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
平
成
２９
年
度
の
実
績
で

は
、
あ
し
が
る
バ
ス
の
運

行
費
用
は
４
千
５
５
７
万

５
千
円
、
こ
こ
か
ら
運
賃

収
入
、
国
庫
補
助
額
を
差

し
引
い
た
実
績
負
担
額
は

３
千
６
２
７
万
３
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
費
用
対
効
果
で
す
が
、

本
市
の
「
利
用
者
１
人
当

た
り
の
実
負
担
額
」
は
６

１
２
円
で
、
近
隣
市
町
と

の
比
較
に
つ
い
て
は
、
利

用
料
金
や
運
行
形
態
が
異

な
る
た
め
単
純
な
比
較
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
年
間
利

用
者
数
が
類
似
す
る
市
で

　
　
①
車
椅
子
利
用
者
及

び
身
体
障
が
い
者
の
方
の

利
用
状
況
を
伺
い
ま
す
。

要
望
、
意
見
等
何
か
あ
り

ま
し
た
か
。

②
一
年
間
の
運
行
費
用
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。
近
隣

市
町
と
比
較
し
て
、
費
用

対
効
果
は
い
か
が
で
す

か
。

　
　
①
車
椅
子
利
用
者
等

の
利
用
状
況
を
運
行
事
業

者
に
聞
き
取
り
し
た
と
こ

ろ
、
年
間
数
件
程
度
と
の

こ
と
で
し
た
。

　
ま
た
、
要
望
等
に
つ
き

ま
し
て
は
、
高
齢
者
や
身

そ
の
他
の
質
問　

●
市
長
の
市
政
運
営
に
対

　

す
る
感
想
と
今
後
の
抱

　
負

●
指
定
避
難
所
に
冷
暖
房

　
設
備
を
設
け
る
こ
と

事
も
多
く
開
催
さ
れ
ま

す
。
今
後
も
本
市
の
強
み

で
あ
る
歴
史
資
源
、
利
便

性
を
活
か
し
、市
民
の
方
々

を
始
め
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

に
よ
る
外
国
人
旅
行
者
や

他
市
町
か
ら
の
来
場
者
に

長
時
間
滞
在
し
て
い
た
だ

け
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。観
光
協
会
で
は
、

昨
年
度
、
役
員
を
若
手
や

圏
域
（
清
須
市
・
北
名
古

屋
市
・
豊
山
町
）
の
貧
困

率
は
５.５
％
で
、
愛
知
県
平

均
値
の
５.９
％
よ
り
低
い
状

況
で
し
た
。

　
貧
困
が
子
ど
も
に
与
え

る
影
響
と
し
て
は
、
学
習

意
欲
、
進
学
・
進
路
、
ス

ポ
ー
ツ
体
験
の
機
会
、
保

育
園
・
小
学
校
等
に
お
け

る
生
活
習
慣
な
ど
保
護
者

の
所
得
に
応
じ
格
差
が
生

じ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　
貧
困
対
策
に
つ
い
て

は
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策

の
推
進
に
関
す
る
法
律
、

生
活
保
護
法
な
ど
の
制
度

に
基
づ
き
様
々
な
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。（
別
表
参

照
）

　
今
後
の
課
題
と
し
て

は
、
き
め
細
か
い
実
態
把

握
と
支
援
サ
ー
ビ
ス
等
の

情
報
提
供
や
支
援
体
制
の

構
築
な
ど
で
す
。
本
市
で

は
、
子
育
て
に
関
す
る
総

合
相
談
窓
口
と
し
て
「
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
平
成
３０
年
度
か

ら
開
設
、
妊
娠
期
か
ら
子

育
て
期
ま
で
の
切
れ
目
の

な
い
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、
福
祉
と
教
育
部
門
と

の
連
携
強
化
を
図
り
、
今

後
も
貧
困
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

学
校
施
設
に
お
け
る
普
通
教
室

等
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
工
事

浅
野
　
富
典 

議
員

あ
し
が
る
バ
ス
全
般

下
堂
薗
　
稔 

議
員

清
須
市
の
観
光

松
岡
　
繁
知 

議
員

子
ど
も
の
貧
困
対
策

白
井
　
章 

議
員

きよすあしがるバス



　
　

日
光
川
流
域
は
、下

流
部
を
中
心
に
、海
抜
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
が
広
が

り
約
３
分
の
２
が
強
制
排

水
区
域
と
な
っ
て
い
ま

す
。な
か
で
も
、日
光
川
支

川
の
福
田
川
は
、流
下
能

力
不
足
の
区
間
が
多
く
残

さ
れ
て
お
り
、解
消
が
必

要
に
な
っ
て
い
ま
す
。本

市
の
福
田
川
第
２
排
水
路

へ
流
れ
る
排
水
区
域
と
、

「
豪
雨
に
な
る
と
す
ぐ
に

満
水
で
流
れ
な
く
な
る
」

こ
の
現
状
に
つ
い
て
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

　　
　

本
市
の
福
田
川
第
２

排
水
路
へ
の
排
水
区
域

は
、五
条
川
の
右
岸
地
区

の
う
ち
、美
濃
路
よ
り
西

側
が
排
水
区
域(

大
嶋
・
西

市
場
・
廻
間
・
土
田
・
上
条)

で
、市
内
の
１７
・
２
％
と
な

り
ま
す
。第
２
排
水
区
の

管
理
は
、清
須
地
内
は
清

須
が
行
っ
て
い
ま
す
。河

川
整
備
の
原
則
は
下
流
か

ら
で
あ
り
、下
流
か
ら
整

備
を
行
っ
て
、し
っ
か
り

早
く
流
れ
る
よ
う
に
し
て

い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

浚
渫
は
、平
成
３３
年
度
か
ら

考
え
て
い
ま
す
。流
下
阻

害
に
つ
な
が
る
雑
草
等
の

除
去
は
今
後
考
え
て
い
き

ま
す
。県
及
び
流
域
市
町

村
長
で
構
成
す
る「
日
光

川
流
域
治
水
対
策
協
議

会
」で
も
意
見
を
上
げ
て

い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問　

●
人
口
動
向
を
踏
ま
え
た

　
教
育・保
育
環
境

●
多
子
世
帯
の
国
民
健
康

　

保
険
税
均
等
割
の
賦
課

　
軽
減
を

　
　

本
市
の
第
２
次
総
合

計
画
に
お
け
る
土
地
利
用

方
針
で
は
、「
拠
点
都
市
機

能
誘
導
」「
産
業
・
居
住
」

「
快
適
居
住
」「
都
市
緑
地
・

農
地
」「
憩
い
の
水
辺
保

全
・
活
用
」の
各
ゾ
ー
ン
を

設
定
し
、本
市
の
将
来
に

向
け
て
の
発
展
す
べ
き
方

向
を
定
め
て
い
ま
す
。地

域
全
体
の
活
力
向
上
の
た

め
に
、名
鉄
高
架
事
業
で

の
駅
南
側
と
の
一
体
化
整

備
、
ＪＲ
清
洲
駅
周
辺
の
稲

沢
市
と
の
連
携
と
準
拠
点

都
市
機
能
誘
導
ゾ
ー
ン
と

し
て
の
位
置
付
け
、清
須

農
業
振
興
地
整
備
計
画

　
　

時
代
背
景
が
影
響

し
、小
中
学
生
の
通
学
カ

バ
ン
の
中
身
や
持
ち
物
は

重
く
な
る
一
方
で
す
。そ

し
て
今
、そ
れ
ら
に
対
す

る
対
応
が
問
わ
れ
て
い
ま

す
。児
童
の
健
康
や
安
全

を
第
一
と
考
え
た
場
合
、

こ
の
ま
ま
現
状
を
見
過
ご

す
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
。今
ま
さ
に
新
し
い

ル
ー
ル
作
り
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。こ

の
問
題
に
対
し
、今
後
、市

と
し
て
ど
の
よ
う
な
対

応
・
対
策
を
と
ら
れ
て
い

く
の
か
伺
い
ま
す
。

　
　
教
育
委
員
会
と
し
て

も
同
様
に
感
じ
て
お
り
、

現
在
、
市
内
す
べ
て
の
小

中
学
校
で
カ
バ
ン
の
負
荷

軽
減
に
対
応
し
た
取
り
組

み
を
し
て
い
ま
す
。
具
体

的
に
は
主
要
５
教
科
の
教

科
書
・
ノ
ー
ト
・
問
題
集

は
必
ず
持
ち
帰
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
他

は
置
い
て
い
っ
て
も
よ
い
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

去
る
７
月
の
校
長
会
に
て

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
の

（
重
い
カ
バ
ン
）
の
新
聞

記
事
を
提
示
し
、
ど
の
よ

う
に
対
応
で
き
る
か
検
討

す
る
よ
う
に
指
示
を
出
し

ま
し
た
。

　
今
後
に
お
き
ま
し
て

は
、
各
学
校
か
ら
出
さ
れ

た
意
見
、
対
応
策
を
教
育

委
員
会
で
調
整
し
て
、
統

一
的
指
示
を
出
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

書
、都
市
計
画
の
見
直
し

な
ど
、
将
来
に
む
け
て

様
々
な
可
能
性
が
あ
る
と

考
え
ま
す
。こ
の
こ
と
を

踏
ま
え
第
２
次
総
合
計
画

（
後
期
基
本
計
画
）の
考
え

方
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
平
成
３２
年
度
を
始
期

と
す
る
後
期
基
本
計
画
の

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、総

合
計
画
の
進
捗
状
況
や
社

会
情
勢
の
変
化
等
へ
の
的

い
ま
す
。打
上
げ
時
に
は
、

会
場
内
等
に
警
備
員
を
適

正
に
配
置
す
る
と
と
も

に
、会
場
内
で
の
ア
ナ
ウ

ン
ス
を
繰
り
返
し
行
う
な

ど
、安
全
対
策
に
努
め
て

い
ま
す
。

②
美
濃
路
沿
道
で
は
、山

車
の
運
行
に
際
し
、消
防

団
が
中
心
と
な
っ
て
山
車

前
後
の
安
全
確
保
に
努
め

て
い
ま
す
。特
に
混
雑
が

集
中
す
る
花
火
開
始
か
ら

終
了
ま
で
の
間
は
、美
濃

路
の
一
方
通
行
規
制
を
実

施
し
て
お
り
、沿
道
や
沿

道
か
ら
駅
へ
つ
な
が
る
道

路
等
に
警
備
員
や
職
員
を

配
置
し
て
安
全
な
誘
導
に

努
め
て
い
ま
す
。さ
ら
に

最
も
人
が
集
中
す
る
松
原

交
差
点
は
、毎
年
警
察
官

と
警
備
員
が
協
力
し
て
安

　
　

①
打
ち
上
げ
花
火
の

安
全
対
策
に
つ
い
て

②
観
光
客
の
通
行
に
対
す

る
安
全
対
策
に
つ
い
て

　
　

①
防
火
対
策
で
は
会

場
の
草
刈
り
や
事
前
に
水

撒
き
を
行
っ
て
、延
焼
防

止
を
図
っ
て
い
ま
す
。観

光
客
等
の
安
全
対
策
で

は
、花
火
の
大
き
さ
に
応

じ
た
保
安
距
離
を
確
保
す

る
た
め
、杭
や
ロ
ー
プ
な

ど
の
資
材
を
使
っ
て
、物

理
的
に
規
制
区
域
内
の
進

入
防
止
を
図
る
と
と
も

に
、当
日
は
午
前
中
よ
り

会
場
内
の
監
視
を
行
っ
て

確
な
対
応
や
地
方
創
生
の

推
進
な
ど
に
留
意
し
て
検

討
す
る
と
と
も
に
関
係
部

署
と
の
連
携
、調
整
を
図

り
、よ
り
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

の
高
い
活
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

そ
の
他
の
質
問　

●
小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン

　
の
早
期
設
置

全
な
通
行
を
確
保
し
て
い

ま
す
。ま
た
警
備
に
関
し

て
関
係
者
が
集
ま
る
警
備

会
議
を
開
催
し
、安
全
な

ま
つ
り
の
運
営
に
生
か
し

て
い
ま
す
。

河
川
整
備
と
治
水
対
策

加
藤
　
光
則 

議
員

小
中
学
生
の

通
学
カ
バ
ン
の
重
さ

山
内
　
徳
彦 

議
員

尾
張
西
枇
杷
島
ま
つ
り
の

安
全
対
策

松
川
　
秀
康 

議
員

第
２
次
総
合
計
画
に
お
け
る

土
地
利
用
方
針

大
塚
　
祥
之 

議
員

排水路に生える雑草（福田川）

土地利用方針

尾張西枇杷島まつり山車（東六軒町 泰亨車）



　
　

日
光
川
流
域
は
、下

流
部
を
中
心
に
、海
抜
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
が
広
が

り
約
３
分
の
２
が
強
制
排

水
区
域
と
な
っ
て
い
ま

す
。な
か
で
も
、日
光
川
支

川
の
福
田
川
は
、流
下
能

力
不
足
の
区
間
が
多
く
残

さ
れ
て
お
り
、解
消
が
必

要
に
な
っ
て
い
ま
す
。本

市
の
福
田
川
第
２
排
水
路

へ
流
れ
る
排
水
区
域
と
、

「
豪
雨
に
な
る
と
す
ぐ
に

満
水
で
流
れ
な
く
な
る
」

こ
の
現
状
に
つ
い
て
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

　　
　

本
市
の
福
田
川
第
２

排
水
路
へ
の
排
水
区
域

は
、五
条
川
の
右
岸
地
区

の
う
ち
、美
濃
路
よ
り
西

側
が
排
水
区
域(

大
嶋
・
西

市
場
・
廻
間
・
土
田
・
上
条)

で
、市
内
の
１７
・
２
％
と
な

り
ま
す
。第
２
排
水
区
の

管
理
は
、清
須
地
内
は
清

須
が
行
っ
て
い
ま
す
。河

川
整
備
の
原
則
は
下
流
か

ら
で
あ
り
、下
流
か
ら
整

備
を
行
っ
て
、し
っ
か
り

早
く
流
れ
る
よ
う
に
し
て

い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

浚
渫
は
、平
成
３３
年
度
か
ら

考
え
て
い
ま
す
。流
下
阻

害
に
つ
な
が
る
雑
草
等
の

除
去
は
今
後
考
え
て
い
き

ま
す
。県
及
び
流
域
市
町

村
長
で
構
成
す
る「
日
光

川
流
域
治
水
対
策
協
議

会
」で
も
意
見
を
上
げ
て

い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問　

●
人
口
動
向
を
踏
ま
え
た

　
教
育・保
育
環
境

●
多
子
世
帯
の
国
民
健
康

　

保
険
税
均
等
割
の
賦
課

　
軽
減
を

　
　

本
市
の
第
２
次
総
合

計
画
に
お
け
る
土
地
利
用

方
針
で
は
、「
拠
点
都
市
機

能
誘
導
」「
産
業
・
居
住
」

「
快
適
居
住
」「
都
市
緑
地
・

農
地
」「
憩
い
の
水
辺
保

全
・
活
用
」の
各
ゾ
ー
ン
を

設
定
し
、本
市
の
将
来
に

向
け
て
の
発
展
す
べ
き
方

向
を
定
め
て
い
ま
す
。地

域
全
体
の
活
力
向
上
の
た

め
に
、名
鉄
高
架
事
業
で

の
駅
南
側
と
の
一
体
化
整

備
、
ＪＲ
清
洲
駅
周
辺
の
稲

沢
市
と
の
連
携
と
準
拠
点

都
市
機
能
誘
導
ゾ
ー
ン
と

し
て
の
位
置
付
け
、清
須

農
業
振
興
地
整
備
計
画

　
　

時
代
背
景
が
影
響

し
、小
中
学
生
の
通
学
カ

バ
ン
の
中
身
や
持
ち
物
は

重
く
な
る
一
方
で
す
。そ

し
て
今
、そ
れ
ら
に
対
す

る
対
応
が
問
わ
れ
て
い
ま

す
。児
童
の
健
康
や
安
全

を
第
一
と
考
え
た
場
合
、

こ
の
ま
ま
現
状
を
見
過
ご

す
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
。今
ま
さ
に
新
し
い

ル
ー
ル
作
り
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。こ

の
問
題
に
対
し
、今
後
、市

と
し
て
ど
の
よ
う
な
対

応
・
対
策
を
と
ら
れ
て
い

く
の
か
伺
い
ま
す
。

　
　
教
育
委
員
会
と
し
て

も
同
様
に
感
じ
て
お
り
、

現
在
、
市
内
す
べ
て
の
小

中
学
校
で
カ
バ
ン
の
負
荷

軽
減
に
対
応
し
た
取
り
組

み
を
し
て
い
ま
す
。
具
体

的
に
は
主
要
５
教
科
の
教

科
書
・
ノ
ー
ト
・
問
題
集

は
必
ず
持
ち
帰
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
他

は
置
い
て
い
っ
て
も
よ
い
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

去
る
７
月
の
校
長
会
に
て

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
の

（
重
い
カ
バ
ン
）
の
新
聞

記
事
を
提
示
し
、
ど
の
よ

う
に
対
応
で
き
る
か
検
討

す
る
よ
う
に
指
示
を
出
し

ま
し
た
。

　
今
後
に
お
き
ま
し
て

は
、
各
学
校
か
ら
出
さ
れ

た
意
見
、
対
応
策
を
教
育

委
員
会
で
調
整
し
て
、
統

一
的
指
示
を
出
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

書
、都
市
計
画
の
見
直
し

な
ど
、
将
来
に
む
け
て

様
々
な
可
能
性
が
あ
る
と

考
え
ま
す
。こ
の
こ
と
を

踏
ま
え
第
２
次
総
合
計
画

（
後
期
基
本
計
画
）の
考
え

方
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
平
成
３２
年
度
を
始
期

と
す
る
後
期
基
本
計
画
の

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、総

合
計
画
の
進
捗
状
況
や
社

会
情
勢
の
変
化
等
へ
の
的

い
ま
す
。打
上
げ
時
に
は
、

会
場
内
等
に
警
備
員
を
適

正
に
配
置
す
る
と
と
も

に
、会
場
内
で
の
ア
ナ
ウ

ン
ス
を
繰
り
返
し
行
う
な

ど
、安
全
対
策
に
努
め
て

い
ま
す
。

②
美
濃
路
沿
道
で
は
、山

車
の
運
行
に
際
し
、消
防

団
が
中
心
と
な
っ
て
山
車

前
後
の
安
全
確
保
に
努
め

て
い
ま
す
。特
に
混
雑
が

集
中
す
る
花
火
開
始
か
ら

終
了
ま
で
の
間
は
、美
濃

路
の
一
方
通
行
規
制
を
実

施
し
て
お
り
、沿
道
や
沿

道
か
ら
駅
へ
つ
な
が
る
道

路
等
に
警
備
員
や
職
員
を

配
置
し
て
安
全
な
誘
導
に

努
め
て
い
ま
す
。さ
ら
に

最
も
人
が
集
中
す
る
松
原

交
差
点
は
、毎
年
警
察
官

と
警
備
員
が
協
力
し
て
安

　
　

①
打
ち
上
げ
花
火
の

安
全
対
策
に
つ
い
て

②
観
光
客
の
通
行
に
対
す

る
安
全
対
策
に
つ
い
て

　
　

①
防
火
対
策
で
は
会

場
の
草
刈
り
や
事
前
に
水

撒
き
を
行
っ
て
、延
焼
防

止
を
図
っ
て
い
ま
す
。観

光
客
等
の
安
全
対
策
で

は
、花
火
の
大
き
さ
に
応

じ
た
保
安
距
離
を
確
保
す

る
た
め
、杭
や
ロ
ー
プ
な

ど
の
資
材
を
使
っ
て
、物

理
的
に
規
制
区
域
内
の
進

入
防
止
を
図
る
と
と
も

に
、当
日
は
午
前
中
よ
り

会
場
内
の
監
視
を
行
っ
て

確
な
対
応
や
地
方
創
生
の

推
進
な
ど
に
留
意
し
て
検

討
す
る
と
と
も
に
関
係
部

署
と
の
連
携
、調
整
を
図

り
、よ
り
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

の
高
い
活
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

そ
の
他
の
質
問　

●
小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン

　
の
早
期
設
置

全
な
通
行
を
確
保
し
て
い

ま
す
。ま
た
警
備
に
関
し

て
関
係
者
が
集
ま
る
警
備

会
議
を
開
催
し
、安
全
な

ま
つ
り
の
運
営
に
生
か
し

て
い
ま
す
。

河
川
整
備
と
治
水
対
策

加
藤
　
光
則 

議
員

小
中
学
生
の

通
学
カ
バ
ン
の
重
さ

山
内
　
徳
彦 

議
員

尾
張
西
枇
杷
島
ま
つ
り
の

安
全
対
策

松
川
　
秀
康 

議
員

第
２
次
総
合
計
画
に
お
け
る

土
地
利
用
方
針

大
塚
　
祥
之 

議
員

排水路に生える雑草（福田川）

土地利用方針

尾張西枇杷島まつり山車（東六軒町 泰亨車）



議
会
改
革
推
進
等

調
査
特
別
委
員
会

株式会社明電舎名古屋事業所

（
平
成
30
年
7
月
23
日
、
9
月
27
日
開
催
）

９月議会定例会で審議した議案
　定例会は、３日から２７日までの２５日間の会期で開き、初日に市長提出議案の上程・説明と、『農業振
興地域指定除外に関する請願』については紹介議員から朗読説明がされた後、即日、採決され賛成多
数で採択しました。また、議員発議による「定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度
の堅持及び拡充を求める意見書（案）」が上程され、朗読説明がされました。
　市長提出案件の内、教育委員会委員の任命については、即日、採決され全員賛成で同意しました。
その他の議案については、１０日に質疑が行われた後、各所管の常任委員会に付託しました。
　最終日には、それぞれの常任委員会の審査結果について委員長から報告があり、採決の結果、全議
案を原案どおり認定・可決しました。
　なお、「定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及び拡充を求める意見
書（案）」については、採決の結果、全員賛成で可決しました。

や
予
算
を
考
え
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問　

●
美
濃
路
の
通
過
車
両
の

　
ス
ピ
ー
ド
抑
制

●
出
生
率
愛
知
県
ナ
ン

　
バ
ー
１

●
第
２
幼
稚
園
跡
地
の
売

　
却
結
果

　
　
明
電
舎
が
電
気
自
動

車（
ＥＶ
）向
け
一
体
型
モ
ー

タ
ー
、
イ
ン
バ
ー
タ
ー
の

生
産
の
新
拠
点
を
整
備
す

る
た
め
、
名
古
屋
事
業
所

（
西
枇
杷
島
町
）
に
約
４０

億
円
の
投
資
を
す
る
と
の

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
２

０
１
９
年
１１
月
稼
働
を
目

指
し
、
年
間
最
大
１７
万
台

を
生
産
す
る
国
内
最
大
拠

点
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
ＥＶ

事
業
と
い
う
成
長
分
野
に

対
し
、
市
内
企
業
が
先
頭

に
立
っ
て
挑
戦
し
て
い
く
こ

と
に
、
本
市
と
し
て
ど
の

よ
う
な
支
援
策
を
考
え
て

い
ま
す
か
。

　
　
今
回
の
明
電
舎
の
設

備
投
資
は
、
本
市
に
お
い

て
も
雇
用
の
拡
大
、
税
収

の
増
加
が
見
込
め
る
こ
と

か
ら
財
政
支
援
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。
現
在
あ
る

中
小
企
業
向
け
支
援
制
度

に
加
え
、
大
企
業
の
支
援

制
度
を
構
築
し
て
い
き
ま

す
。
支
援
額
に
つ
い
て
は
、

他
市
の
動
向
、
投
資
効
果

明
電
舎
に
対
す
る
支
援
策

高
橋
　
哲
生 

議
員

9月議会定例会議案の議員賛否一覧
○・・・賛成　×・・・反対

◎通告された議案質疑
９月10日に１人の議員が質疑を行いました。

加藤光則議員 ○平成29年度下水道事業特別会計決算認定及び
　下水道事業の設置等に関する条例案

　
議
会
改
革
の
一
層
の
推
進
に
向
け
て
協
議
、検
討
を
し
て

い
ま
す
。

　
開
か
れ
た
議
会（
見
え
る
化
）に
つ
い
て
は
、配
信
手
段
に

つ
い
て
費
用
、運
用
の
仕
方
な
ど
の
面
か
ら
引
き
続
き
協
議

し
て
い
ま
す
。

委
員
長 

飛
永　
勝
次

副
委
員
長 

大
塚　
祥
之

委　
員 

浅
井　
泰
三

委　
員 

久
野　
　
茂

委　
員 

八
木　
勝
之

委　
員 

加
藤　
光
則

委　
員 

小
﨑　
進
一

委　
員 

松
岡　
繁
知

※伊藤嘉起議長は採決に加わりません。

審議結果と会派・議員名

議　案　等

清政会
審
議
結
果

加
藤 

光
則

天
野 

武
藏

山
内 

徳
彦

松
川 

秀
康

大
塚 

祥
之

高
橋 

哲
生

白
井　

 

章

浅
井 

泰
三

飛
永 

勝
次

林 　
真
子

岸
本 

洋
美

松
岡 

繁
知

冨
田 

雄
二

下
堂
薗 

稔

浅
野 

富
典

小
﨑 

進
一

野
々
部 

享

岡
山 

克
彦

八
木 

勝
之

伊
藤 

嘉
起

久
野　

 

茂

成
田 

義
之

公明党 市清クラブ 新世代 無所属

教育委員会委員の任命について

平成29年度一般会計決算認定について

平成29年度国民健康保険特別会計決算認定について

平成29年度介護保険特別会計決算認定について

平成29年度下水道事業特別会計決算認定について

平成29年度後期高齢者医療特別会計決算認定について

平成29年度水道事業会計剰余金の処分及び
決算認定について
名古屋都市計画新清洲駅北地区計画の区域内における
建築物の制限に関する条例案

下水道事業の設置等に関する条例案

税条例等の一部を改正する条例案

都市計画税条例の一部を改正する条例案

平成30年度一般会計補正予算（第２号）案

平成30年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号）案

平成30年度介護保険特別会計補正予算（第１号）案

平成30年度下水道事業特別会計補正予算（第１号）案

平成30年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）案

農業振興地域指定除外に関する請願

定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫
負担制度の堅持及び拡充を求める意見書（案）
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改
革
推
進
等
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査
特
別
委
員
会

株式会社明電舎名古屋事業所

（
平
成
30
年
7
月
23
日
、
9
月
27
日
開
催
）

９月議会定例会で審議した議案
　定例会は、３日から２７日までの２５日間の会期で開き、初日に市長提出議案の上程・説明と、『農業振
興地域指定除外に関する請願』については紹介議員から朗読説明がされた後、即日、採決され賛成多
数で採択しました。また、議員発議による「定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度
の堅持及び拡充を求める意見書（案）」が上程され、朗読説明がされました。
　市長提出案件の内、教育委員会委員の任命については、即日、採決され全員賛成で同意しました。
その他の議案については、１０日に質疑が行われた後、各所管の常任委員会に付託しました。
　最終日には、それぞれの常任委員会の審査結果について委員長から報告があり、採決の結果、全議
案を原案どおり認定・可決しました。
　なお、「定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及び拡充を求める意見
書（案）」については、採決の結果、全員賛成で可決しました。

や
予
算
を
考
え
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問　

●
美
濃
路
の
通
過
車
両
の

　
ス
ピ
ー
ド
抑
制

●
出
生
率
愛
知
県
ナ
ン

　
バ
ー
１

●
第
２
幼
稚
園
跡
地
の
売

　
却
結
果

　
　
明
電
舎
が
電
気
自
動

車（
ＥＶ
）向
け
一
体
型
モ
ー

タ
ー
、
イ
ン
バ
ー
タ
ー
の

生
産
の
新
拠
点
を
整
備
す

る
た
め
、
名
古
屋
事
業
所

（
西
枇
杷
島
町
）
に
約
４０

億
円
の
投
資
を
す
る
と
の

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
２

０
１
９
年
１１
月
稼
働
を
目

指
し
、
年
間
最
大
１７
万
台

を
生
産
す
る
国
内
最
大
拠

点
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
ＥＶ

事
業
と
い
う
成
長
分
野
に

対
し
、
市
内
企
業
が
先
頭

に
立
っ
て
挑
戦
し
て
い
く
こ

と
に
、
本
市
と
し
て
ど
の

よ
う
な
支
援
策
を
考
え
て

い
ま
す
か
。

　
　
今
回
の
明
電
舎
の
設

備
投
資
は
、
本
市
に
お
い

て
も
雇
用
の
拡
大
、
税
収

の
増
加
が
見
込
め
る
こ
と

か
ら
財
政
支
援
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。
現
在
あ
る

中
小
企
業
向
け
支
援
制
度

に
加
え
、
大
企
業
の
支
援

制
度
を
構
築
し
て
い
き
ま

す
。
支
援
額
に
つ
い
て
は
、

他
市
の
動
向
、
投
資
効
果

明
電
舎
に
対
す
る
支
援
策

高
橋
　
哲
生 

議
員

9月議会定例会議案の議員賛否一覧
○・・・賛成　×・・・反対

◎通告された議案質疑
９月10日に１人の議員が質疑を行いました。

加藤光則議員 ○平成29年度下水道事業特別会計決算認定及び
　下水道事業の設置等に関する条例案

　
議
会
改
革
の
一
層
の
推
進
に
向
け
て
協
議
、検
討
を
し
て

い
ま
す
。

　
開
か
れ
た
議
会（
見
え
る
化
）に
つ
い
て
は
、配
信
手
段
に

つ
い
て
費
用
、運
用
の
仕
方
な
ど
の
面
か
ら
引
き
続
き
協
議

し
て
い
ま
す
。

委
員
長 

飛
永　
勝
次

副
委
員
長 

大
塚　
祥
之

委　
員 

浅
井　
泰
三

委　
員 

久
野　
　
茂

委　
員 

八
木　
勝
之

委　
員 

加
藤　
光
則

委　
員 

小
﨑　
進
一

委　
員 

松
岡　
繁
知

※伊藤嘉起議長は採決に加わりません。

審議結果と会派・議員名

議　案　等

清政会
審
議
結
果

加
藤 

光
則

天
野 

武
藏

山
内 

徳
彦

松
川 

秀
康

大
塚 

祥
之

高
橋 

哲
生

白
井　

 

章

浅
井 

泰
三

飛
永 

勝
次

林 　
真
子

岸
本 

洋
美

松
岡 

繁
知

冨
田 

雄
二

下
堂
薗 

稔

浅
野 

富
典

小
﨑 

進
一

野
々
部 

享

岡
山 

克
彦

八
木 

勝
之

伊
藤 

嘉
起

久
野　

 

茂

成
田 

義
之

公明党 市清クラブ 新世代 無所属

教育委員会委員の任命について

平成29年度一般会計決算認定について

平成29年度国民健康保険特別会計決算認定について

平成29年度介護保険特別会計決算認定について

平成29年度下水道事業特別会計決算認定について

平成29年度後期高齢者医療特別会計決算認定について

平成29年度水道事業会計剰余金の処分及び
決算認定について
名古屋都市計画新清洲駅北地区計画の区域内における
建築物の制限に関する条例案

下水道事業の設置等に関する条例案

税条例等の一部を改正する条例案

都市計画税条例の一部を改正する条例案

平成30年度一般会計補正予算（第２号）案

平成30年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号）案

平成30年度介護保険特別会計補正予算（第１号）案

平成30年度下水道事業特別会計補正予算（第１号）案

平成30年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）案

農業振興地域指定除外に関する請願

定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫
負担制度の堅持及び拡充を求める意見書（案）
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　白
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委
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堂
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二 

委
　員
　山
内
　徳
彦

議会だよりについての市民の皆様のご意見・ご要望をお待ちしております。
清須市議会ホームページアドレス

http://www.city.kiyosu.aichi.jp/index.html
E-mail:gikai@city.kiyosu.lg.jp

市に望むこと（小学校の児童のみなさん）
《順不同で掲載しています》

 

西
枇
杷
島
小
学
校

杉
山 

梨
愛

 

清
洲
小
学
校

松
岡 

優
羽

 

新
川
小
学
校

河
村 

蓬

　わ
た
し
は
、外
国
の
方
が

清
須
市
に
来
た
と
き
に
困
ら

な
い
よ
う
に
、案
内
ロ
ボ
ッ

ト
を
た
く
さ
ん
設
置
す
る
こ

と
を
市
に
望
み
ま
す
。

　先
日
、修
学
旅
行
で
京
都

と
奈
良
に
行
っ
た
と
き
に
、

多
く
の
外
国
の
方
が
観
光

に
来
て
い
ま
し
た
。ど
こ
の

観
光
地
の
看
板
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
も
、英
語
や
中
国

語
、韓
国
語
な
ど
様
々
な
言

語
で
表
示
さ
れ
て
い
て
、外

国
の
方
は
そ
れ
を
見
て
観

光
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　清
須
市
に
も
、朝
日
遺
跡

や
貝
殻
山
貝
塚
、尾
張
西
枇

杷
島
ま
つ
り
な
ど
世
界
に

誇
る
歴
史
的
な
遺
産
や
文

化
が
多
く
あ
り
、こ
れ
か
ら

観
光
地
と
し
て
さ
ら
に
注

目
を
集
め
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。様
々
な
言

語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
こ
と
が
で
き
る

案
内
ロ
ボ
ッ
ト
が
た
く
さ

ん
あ
れ
ば
、わ
た
し
た
ち
も

安
心
し
て
迎
え
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
、案
内
ロ
ボ
ッ

ト
が
設
置
さ
れ
る
日
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　清
須
市
は
、清
洲
城
や
西

枇
杷
島
の
祭
り
な
ど
歴
史

が
豊
か
な
市
で
す
。ま
た
、

五
条
川
や
新
川
が
流
れ
て

お
り
、自
然
豊
か
な
街
だ
と

思
い
ま
す
。春
に
な
る
と
桜

が
た
く
さ
ん
咲
い
て
と
て

も
美
し
い
で
す
。ま
た
、川

沿
い
や
道
端
の
花
壇
に
も

い
ろ
い
ろ
な
花
が
植
え
ら

れ
て
い
て
、と
て
も
き
れ
い

で
す
。

　し
か
し
、お
花
見
を
す
る

場
所
や
川
に
ご
み
が
捨
て

て
あ
り
、せ
っ
か
く
の
景
色

や
自
然
も
台
無
し
だ
と
思

い
ま
す
。ま
た
、私
の
家
の

近
く
の
新
川
で
は
、昔
は
泳

げ
た
り
、様
々
な
魚
が
釣
れ

た
り
、き
れ
い
な
川
だ
っ
た

そ
う
で
す
。今
で
は
水
質
が

悪
く
想
像
で
き
ま
せ
ん
。

　そ
こ
で
、新
川
や
五
条
川

の
清
掃
活
動
や
水
質
を
き

れ
い
に
す
る
取
り
組
み
な

ど
を
し
て
、美
し
い
川
を
取

り
戻
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。そ
し
て
、歴
史
あ
る

城
と
き
れ
い
な
桜
や
花
、美

し
い
川
を
誇
り
に
思
え
る

清
須
市
に
し
て
ほ
し
い
で

す
。

　私
は
清
須
市
に
提
案
し

た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ

れ
は
、自
転
車
専
用
通
行
帯

を
作
る
こ
と
で
す
。

　な
ぜ
か
と
い
う
と
、自
転

車
に
乗
っ
て
い
る
と
き
や

歩
い
て
い
る
と
き
に
、何
度

も
危
険
な
経
験
を
し
た
か

ら
で
す
。

　ま
ず
、歩
道
と
車
道
の
区

別
が
な
い
道
を
自
転
車
で

通
っ
た
と
き
、自
転
車
の
す

ぐ
横
を
ス
ピ
ー
ド
を
出
し

た
車
が
通
過
し
、と
て
も
こ

わ
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

　ま
た
、歩
い
て
登
校
し
て

い
る
と
き
に
も
危
な
い
思

い
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。登
下
校
中
は
、私
た
ち

は
横
二
列
で
歩
い
て
い
ま

す
。道
幅
が
せ
ま
く
な
り
、

前
か
ら
来
た
自
転
車
と
す

れ
ち
が
う
と
き
が
よ
く
あ

り
ま
す
。そ
の
自
転
車
が
ぶ

つ
か
っ
て
く
る
の
で
は
な

い
か
と
不
安
で
い
つ
も
ハ

ラ
ハ
ラ
し
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
危
な
い
出

来
事
が
少
し
で
も
へ
る
よ

う
に
、自
転
車
専
用
通
行
帯

を
作
る
こ
と
を
提
案
し
ま

す
。

　私
は
二
年
生
の
と
き
に
、

清
須
市
に
来
ま
し
た
。

　初
め
て
来
た
と
き
、清
須

市
は
古
い
街
並
み
が
多
く
、

素
敵
な
と
こ
ろ
だ
と
感
じ

ま
し
た
。そ
の
清
須
市
に
二

つ
の
こ
と
を
望
み
ま
す
。

　一
つ
目
は
、川
を
も
っ
と

き
れ
い
に
し
た
い
と
い
う

こ
と
で
す
。清
須
市
の
広
報

を
読
む
と
、川
を
掃
除
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。し
か
し
、ま

だ
よ
ご
れ
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
。小
学
校
や
地

域
と
協
力
し
、清
掃
活
動
に

よ
っ
て
、一
層
き
れ
い
に
し

て
ほ
し
い
で
す
。そ
れ
に
よ

り
、川
に
ご
み
を
捨
て
る
人

が
減
り
、川
を
大
切
に
す
る

人
が
増
え
る
と
思
い
ま
す
。

　二
つ
目
は
、清
須
市
を

も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
て
ほ

し
い
で
す
。社
会
見
学
で
初

め
て
知
り
ま
し
た
が
、清
須

市
に
は
朝
日
遺
跡
な
ど
、素

敵
な
場
所
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。そ
こ
で
、も
っ
と

子
ど
も
た
ち
が
親
し
め
る

よ
う
な
、ＰＲ
動
画
を
つ
く
っ

て
ほ
し
い
で
す
。歴
史
に
お

い
て
も
自
然
に
お
い
て
も
、

み
ん
な
か
ら
愛
さ
れ
る
清

須
市
に
な
っ
て
ほ
し
い
で

す
。

 

春
日
小
学
校

河
村 

咲
希

秋


